
２０２４年度第１回町田市食育推進委員会 次第 

 
日 時：２０２４年８月７日（水） 

１４時００分～１６時００分 

会 場：町田市保健所中町庁舎１階 講堂 

 

１ 開 会 

 

２ 委嘱状交付 

 

３ 保健所長挨拶 

 

４ 委員紹介 

 

５ 委員長選出 

 

６ 報 告 

（１）「まちだ健康づくり推進プラン２４－３１」の策定について   【資料１】 

（２）第１回町田市保健所運営協議会報告             【資料２】 

（３）第 1回町田市食育推進庁内連絡会報告           【資料３】 

（４）「第２次町田市食育推進計画」に基づく取組について     【資料４-１,２,３】 

 

７ 議 事 

（１）「まちだ健康づくり推進プラン２４－３１」に基づく食育推進について 

【資料５-１,２】 

 

８ その他（連絡事項等） 

 

９ 閉 会 

 

資 料 

【資料１】  まちだ健康づくり推進プラン 24-31 

【資料２】  第 1 回町田市保健所運営協議会 次第・委員名簿・配布資料 

【資料３】  第 1 回町田市食育推進庁内連絡会 次第・委員名簿 

【資料４－１】第２次町田市食育推進計画進捗管理シート 2023 年度まとめ 

【資料４－２】第２次町田市食育推進計画進捗管理シート 各視点の評価 

【資料４－３】第２次町田市食育推進計画進捗管理シート 各取組の評価 

【資料５－１】「まちだ健康づくり推進プラン 24-31」における食育推進の体系図 

【資料５－２】食育推進普及啓発グッズ（まち☆ベジーズサイコロ） 

【参考資料１】2023 年度食育推進計画策定及び推進委員議事内容要約 

町田市食育推進委員会設置要綱、委員名簿、席次表 

第２次町田市食育推進計画（2019 年度～2023 年度）【閲覧用】 



２０２４年度 町田市保健所運営協議会 次第 

 

 

 

 

１ 委嘱書交付                                    

 

・委嘱書の配付 

 

・所長挨拶 

 

２ 開会                                     

 

・委員紹介及び会長選出【資料１】 

 

３ 報告                                     

 

（１）保健所運営協議会について【資料２】 

 

（２）「まちだ健康づくり推進プラン 24-31」について【資料３】 

 

４ 議事                                     

 

（１）２０２３年度事業実績報告及び２０２４年度事業計画と進捗状況  【資料４～７】 

 

５ 閉会                                     

 

資料 

【資料１】２０２４年度保健所運営協議会委員名簿 

【資料２】保健所運営協議会について 

【資料３】「まちだ健康づくり推進プラン 24-31」について 

【資料４～７】２０２３年度事業実績報告及び２０２４年度事業計画と進捗状況 

参考資料：保健総務課 

参考資料：健康推進課 

参考資料：保健予防課 

 参考資料：座席表 

 

 

資料 2 



                         

２０２４年度町田市保健所運営協議会委員名簿 

 

区分 依頼先 備考 

学識経験者 北里大学医学部公衆衛生学主任教授 堤 明純 

産婦人科医 吉岡 俊輝 

こころのホスピタル町田 院長 宮 地 英雄 

昭和女子大学食健康科学部管理栄養学科教授 調所 勝弘 

医療関係 

団体の代表 

一般社団法人 町田市医師会 会長 山下 弘一 

公益社団法人 東京都町田市歯科医師会 会

長 

戸羽 一 

一般社団法人 町田市薬剤師会 会長 佐藤 康行 

東京都獣医師会町田支部 支部長 原田 智 

町田市民病院 院長 金崎 章 

市民団体から

の選出 

町田市民生委員・児童委員協議会 

町田第二地区会長 

渡辺 綱市 

町田市町内会・自治会連合会 副会長 川畑 一隆 

関係行政 

機関の代表 

警視庁町田警察署 署長 川﨑 和己 

警視庁南大沢警察署 署長 今村 輝明 

東京消防庁町田消防署 署長 黒﨑 清貴 

  
(区分順・敬称略） 

  



                         

2023 年度 保健予防課（栄養・食生活・食育の実践）の事業実績について 

 

① 栄養・食生活 

ア.デジタルサイネージや SNS等を活用した普及啓発 

   ①FC 町田ゼルビア：６月～１０月 電光掲示板への PR 画像掲出、アナウンス 

②ASV ペスカドーラ町田：６月〜１２月 電光掲示板への PR 画像掲出・場内アナウンス 

  ③神奈川中央交通：６月１日〜６月３０日 車内デジタル広告掲出 

④東日本タクシー：通年 デジタル広告掲出 

⑤丸井・モディ：６月１日〜６月３０日 デジタル広告の掲出 

⑥SNS を活用した情報発信：通年 町田市公式「まちだの食のわ」Instagram・X（旧 Twitter） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ.食生活改善普及運動月間の取り組み 

①パネル展示及びリーフレット配布（６種類、各３０～１４０部程度）：市庁舎１階イベントスタジ

オ、森のレストラン、レストランフレンズ 

②１/３日分の野菜が摂れるサラダ麺の提供（総販売数 ３０４食）：森のレストラン 

③野菜摂取量の増加を啓発するＰＯＰ等の掲示：市庁舎コンビニエンスストア 

④電光掲示板及びデジタルサイネージへの啓発画像の掲出：町田 GION スタジアム電光掲示板、町

トレ、町田マルイ・モディ、東急リバブル 

 

 

            

  

               

           
        

      

         

               

   

                  

＜FC 町田ゼルビア電光掲示板 PR 画像の例＞ ＜ASV ペスカドーラ町田電光掲示板 PR 画像の例＞ 

＜丸井・モディ デジタル広告 動画＞ ＜神奈川中央交通 デジタル広告 動画＞ 



                         

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜町田市保健所保健予防課保健栄養係作成 オリジナルリーフレット例＞ 

＜市庁舎 イベントスタジオ＞ 

＜市庁舎 コンビニエンスストア＞ 

＜森のレストラン C ランチ＞ ＜東急リバブル＞ 



                         

② 食育の実践 

ア.６月の「食育月間」における庁内や民間企業等と連携した取り組み 

①庁用車への食育月間ステッカー添付 

②中央図書館児童コーナーに食育関連書籍を設置（図書館職員との連携） 

③懸垂幕の掲示 

④市民ホールレストラン・健康福祉会館へのぼり旗を設置 

⑤SNS・デジタルサイネージによる啓発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ.町田市食育ボランティアの活動実績 

内 容 日 程 場 所 活動人数 

食育クイズの実施 ６月１７日（土）〜 

６月１９日（月） 

東急リバブル ７名 

 

くらしフェア 7 月２８日（金）～ 

7 月２９日（土） 

町田市民フォー

ラム 

５名 

うどん作り １月１８日（木） 山崎保育園 ３名 

野菜クイズ、野菜スタンプ １月２７日（土） 放課後デイサー

ビスシエル 

３名 

調理実習「パッククッキン

グ」 

２月４日（日） 子どもセンター

まあち 

７名 

対話型鑑賞 ２月６日（火） 生涯学習センタ

ー 

４名 

 

 

ウ.市内の農家等と飲食店と連携した食や農業の理解を深める食体験事業の実施 

開催日時：２０２３年７月２６日（水） １０:３０～１３：２０ 

開催場所：相原ブルーベリー農園、子どもセンターぱお 

テーマ：町田の食を味わおう！～ブルーベリーの収穫体験＆まちだランチ～ 

参加者数：９組２０名（大人９名、子ども１１名） 

   
       
         
      

         

            
                      

                   

   
    

             

＜町田マルイ・モディのデジタルサイネージ、SNS での発信＞ ＜図書館コーナー ポスター＞ 



                         

※3歳～中学生の子どもとその保護者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ.民間企業や相模原市に加え、大学も参画した野菜レシピブックの作成・配布 

  【第３弾】 

・配布期間：６月１日〜６月３０日 

・配布数：１３，９００部（町田市内施設等 ５５００部） 

  【第４弾】 

・配布期間：２０２４年１月３０日〜１か月程度 

・配布数：１９，４７０部（町田市内施設７，０２０部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜収穫体験の様子＞ ＜まちだランチ弁当＞ ＜講話・クイズの様子＞ 

＜レシピブック 第３弾・第４弾＞ 



２０２４年度 第１回町田市食育推進庁内連絡会 次第 

日時：２０２４年７月１８日（木） 

９時 ３ ０分 ～ １ １ 時３ ０ 分 

 会場：保健所中町庁舎 研修棟２階 研修室 

        

 

１ 開 会 

 

 ２ 委員自己紹介 

 

３ 報 告 

（１）2023 年度食育推進計画策定及び推進委員会の報告について 

（２）第２次町田市食育推進計画に基づく取組の報告について 

 （２）食育カレンダーについて 

 

４ 議  事 「まちだ健康づくり推進プラン２４－３１」の推進について 

 

５ 事務連絡 

 

６ 閉 会 

 

 

＜配付資料＞ 

・【資料１】2023 年度食育推進計画策定及び推進委員会の報告について 

・【資料２-１～３】第２次町田市食育推進計画進捗管理シート 

・【資料３】食育推進の体系図 

・「しれっと減塩」レシピブック 

・まちだ健康づくり推進プラン 24-31 

・まちだ健康づくり推進プラン 24-31 概要版 

・２０２４年度町田市食育推進庁内連絡会 委員名簿 

・町田市食育推進庁内連絡会設置要綱 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 3 



２０２４年度町田市食育推進庁内連絡会 委員名簿 

 

所属（部） 課 
役職 

代理（内線） 
委員氏名 

市民部 市民協働推進課 
男女平等・消費生活担当課長 田中 真人 

（５８０３） 磯崎 悠 

地域福祉部 障がい福祉課 
課長 山口 庸介 

（3216） 桑原 康二 

いきいき生活部 高齢者支援課 
課長 カークウッド 裕美

（3435） 早出 満明 

保健所 

保健総務課 
保健総務課担当課長 河野 葉子 

（3393） 田中 麗 

保健予防課 
保健予防課担当課長 藤崎 朋子 

（8211） 中村 弘子 

生活衛生課 
課長 古川 ゆうみ 

（78-216） 有田 宏治 

子ども生活部 

児童青少年課 
課長 柴田 あや子 

(775-5258) 菊地 仁幸 

子育て推進課 
課長 鎌田 恵梨子 

（3591） 香月 勇人 

経済観光部 

観光まちづくり課 
課長 犬塚 裕美子 

（3651） 石﨑 進 

農業振興課 
課長 渥美 椋太 

(3637) 林田 隆幸 

環境資源部 環境政策課 
課長  齋藤 あずさ 

（79-4146） 池澤  竜臣  

学校教育部 

保健給食課 
課長 草柳 典子（5083） 

小塚 翔美（5086） 林 啓 

指導課 
指導室長兼指導課長 山田 晃大 

（5128） 大山 聡 

生涯学習部 生涯学習センター 
センター長 山本 昌和 

（5826） 川瀬 康二 

町田市民病院 栄養科 
栄養科長 海老沢 咲 

（88-7002） 加藤 尚子 

【会長】保健所保健予防課長 福島 千尋 

【事務局】保健所保健予防課（内線 78-221～224） 

中坪綾子・中原真由美・斉藤遥香・北田さき子・髙澤奈緒 

 



第２次町田市食育推進計画進捗管理シート ★：重点になっている取組
◎：評価指標に関連する取組

① ② ① ② ① ② ① ② ① ②

保健予防課 ◎
◎特定給食施設等
の巡回指導

「利用者に応じた食事の計画、調理及び栄養の評価、改善を実施し
ている特定給食施設の割合の増加」のため、指導を行う。

通年
事業者、飲食店、給食施設等におけ
る食品ロス削減や減塩に関する取組
及び情報発信

・特定給食施設等巡回指導数年間60
件
・減塩、食品ロス削減の視点を含めて、
指導を行う

保健予防課 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
食育推進ネットワーク
の連携

関係機関・団体、行政等が連携し、食に関する環境整備を行いま
す。町田市食育推進計画策定及び推進委員会の開催（年2回）、食
育推進庁内連絡会の開催（年2回）、町田集団給食研究会との連
携、町田地域活動栄養士会との連携など

通年
関係機関・団体、行政等が連携・協
働した食育の取組

関係機関・団体や行政間で連携して
行った会議、事業の取組数　年間22件

保健予防課 ★ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 食環境整備事業
市民が望ましい食習慣を形成しやすいよう、情報発信等を図る。
食に関わる関係団体、民間企業と連携して実施する。

通年
関係機関・団体、行政等が連携・協
働した食環境整備に関する取組

関係機関・団体や行政間で連携して
行った食環境整備に関する取組数　年
間6件

保健予防課 ★ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○
◎町田市食育ボラン
ティア

食を通じた地域交流の推進により、家族や友人と一緒に食卓を囲ん
で食事をすることの大切さなどの普及啓発を図ることを目的として、
地域で活動を行う。

通年
食育ボランティア等を活用し、共食の
大切さや食事に関するあいさつ・作法
等の伝承

ボランティアの得意分野、経験を活かし
た幅広い活動を行う。
活動回数　年間20回

保健予防課 ○ ○ ○ ○ ○ 食体験事業
農業体験により、食や農業生産者とふれる機会を増やすことで、食
を楽しむ文化や食に対する感謝の心を育む。

年1回
農業体験や、調理して食べる体験の
機会の充実

食や農業生産者とふれる機会をつくる。

保健予防課 ★ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○
◎まちだすいとんの
提供

町田の地域の味としての伝承と町田産野菜の普及啓発、並びに野
菜摂取量の増加を目的に「まちだすいとん」をイベントや給食施設等
で提供する。

通年
「まちだすいとん」「まち☆ベジ給食」
等の提供、レシピ普及

引き続き、給食施設等で提供いただける
よう周知する。

保健予防課 ★ ◎ ○
◎高校や大学等に
おける健康教育

高校生や大学生等の若い世代の栄養バランスに配慮した望ましい
食生活の推進のために、高校生や大学生との協働による普及啓発
媒体の作成、高校や大学等への出張健康教育等を実施する。

随時
ライフステージに応じた望ましい食習
慣形成のための、給食や講習会、食
に関する情報発信

若い世代へのアプローチに向けて、前年
度の実績を活かしつつ、新たな連携先を
模索したい。

活動主体 重点 状態

計画推進の視点 対象

妊・乳
幼

小・中 高・大 成人
1 2 3 4 5 高齢

者
障が
い者

取組 取組の概要及び目的
実施期間・
回数

取組の方向性

2023年度

食育の視点としての目標

2023年度末時点の食育事業を入力してください。

Ａ～X列 2022年度までの内容を入力しています。

2023年度変更がある場合には、赤字修正してください。

Y～Z列 2023年度の「進捗状況」「評価及び今後の展開」を入力してください。

AA列 2019年度から2023年度を振り返り、「5年間の総括・評価」を入力してください。

AB列 各事業について、2024年度に実施を予定しているかどうかを「実施の有無」に入力してください。

※1 事業の追加があれば、行を挿入し、行全体を赤字にしてください。

※2 事業の休止・廃止があれば、削除せずＣ列「状態」を”休止”、もしくは”廃止”としてください。

該当する視点に「○」を入力して下さ

い。複数選択可。年度によって変更す

ることも可。

評価指標に関連する取組には「◎」を

取組例の中の「重点」に該当する取組

（事業）の場合は「★」を選択して下

該当する対象者に「○」を入

力して下さい。複数選択可

取組をどのように実施していくか記入し

てください。（取組自体の方向性なので、

食育に関することでなくても可）

1



●概要

●結果

（1）取組の視点における内訳（重複あり） （件）

（2）対象別の取組数について（重複あり） （件）

（3）その他

19（前年度） 39 37 25 42 26

障がい者

取組数 44 40 29 43 26 20

対象 妊婦・乳幼児 小・中学生 高校生・大学生 成人 高齢者

7

ネットワークの強化 3 3 5 5 5
視点５

食環境整備 6 8 7 7

12

農業交流・体験 7 10 9 10 7
視点４

農産物の利用 11 10 10 12

21

食文化の伝承 11 8 10 12 10
視点３

共食・食事マナー 35 13 15 19

7 7 5 5 5

12 11 10 10

視点２
食中毒等の予防 2 3 3 4

2023年度

視点１
栄養バランス 28 24 23 24 27

口腔の健康 8

視点 推進の
方向性

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

4

食品表示・食の安全

第２次町田市食育推進計画進捗管理シート（2023年度まとめ）

食育の
めざす姿

食の「わ」で育むまちだの未来
～感謝を持って食をたのしみ、食を通じて人や地域とのつながりが持てるまち～

基本目標
基本目標１

安全で望ましい食生活をおくる
基本目標２

食を通じて家族や地域とつながる

基本目標３
地域の恵みに感謝して

食をたのしむ

推進の
方向性

栄養バランス
口腔の健康

食中毒等の予防
食品表示・食の安全

共食・食事マナー
食文化の伝承

農産物の利用
農業交流・体験

食環境整備
ネットワークの強化

計画
推進の
視点

視点１
健康と食生活

視点２
食の安全

視点３
共食・食文化

視点４
地産地消

視点５
食環境

・2023年度で２次計画の区切りがついた。期間中に新型コロナウイルス感染症が起こったため、初期値から、数字上は食育は停滞したように見え

てしまうが、デジタル化の波もあいまって、５年間で食育事業の実施方法、内容に大きな変化があった。YouTubeやデジタルサイネージの活用等、

オンラインに対応した事業が増加した。事業の開催方法を模索し、変更したりと変化に富んだ時期であった。

・視点３の共食・食事マナーの分野では食育を行うことが憚られる時期もあったが、取組数の回復が顕著にみられはじめている。

・効果的な食育事業のため、他課や他団体、外部企業と連携をしながら行う事業が毎年増加していった。

・計画は変更になるが、引き続き新プランに沿いながら食育を進めていく。
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●取組の例
＜デジタル化に対応した取り組み＞

バス車内広告を用いた取り組み

YouiTube等を用いた取り組み

＜現地開催など＞

まちだ市民大学HATS「まちだの水とみどり入門」講座の田植え体験 町田で育つ未来の食べ物見学ツアー
町田市内の大学や農場などで未来を見据えて
研究・開発、生産・販売をしている施設等
を巡るツアーを実施

まちだ名産品の認定及び販売

←里山弁当の開発



第２次町田市食育推進計画進捗管理シート 視点１

評価用データ

把握方法
現状（初期値） 2019 2020 2021 2022 2023 目標値 備考

55.6% - - - 47.5% ＝ 65.0%
初期値より低下した。

（2022年度評価）

265ｇ - - - 233g ＝ 350ｇ 初期値より低下した。

17.9% - - - 18.8% ＝ 15.0% 初期値より増加した。

46.0% - - - 48.0% ＝ 50.0%

目標値には届かなかった

が、改善傾向が見られ

た。

視点2

評価用データ

把握方法
現状（初期値） 2019 2020 2021 2022 2023 目標値 備考

町田市の食育推進

に関する市民アン

ケート調査、、町

田市民の保健医療

意識調査

38.9% - - - 31.5% ＝ 45.0% 初期値より低下した。

事業実績 9,000部 13,000部 23,500部 37,500部 51,500部 65500部 60,000部
「食べものミミより情

報」の発行（年４回）

視点3

評価用データ

把握方法
現状（初期値） 2019 2020 2021 2022 2023 目標値 備考

88.4% - - - 80.7% ＝ 増加 初期値より低下した。

98.7% - - - 98.6% ＝ 増加 初期値より低下した。

- - - - 64.4% ＝ 50.0%
目標値を大きく超えて、

達成した。

推進の方向性
共食の推進や食事マナーの習得

食文化の伝承

評価指標

朝食又は夕食を誰かと一緒に食べる「共

食」の割合（成人）
町田市の食育

推進に関する

市民アンケー

ト調査、町田

市民の保健医

療意識調査

朝食又は夕食を誰かと一緒に食べる「共

食」の割合（子ども）

地域や家庭で受け継がれてきた伝統的な

料理や作法等を継承し、伝えている割合

食育のめざす姿
食の「わ」で育むまちだの未来

～感謝を持って食をたのしみ、食を通じて人や地域とのつながりが持てるまち～

基本目標
基本目標２　食を通じて家族や地域とつながる

基本目標３　地域の恵みに感謝して食をたのしむ
視点 視点３　共食・食文化

市民に対する食の安全情報に関する広報

紙の発行部数（延べ）

食育のめざす姿
食の「わ」で育むまちだの未来

～感謝を持って食をたのしみ、食を通じて人や地域とのつながりが持てるまち～

基本目標 基本目標１　安全で望ましい食生活をおくる 視点 視点２　食の安全

推進の方向性
食中毒等の予防

食品表示や食の安全に関する知識と理解

評価指標

食中毒予防の3原則「つけない、増やさな

い、やっつける」を知っていて実践してい

る割合

推進の方向性
栄養バランスに配慮した望ましい食生活の推進

口腔の健康の推進

評価指標

ふだんの食事で主食・主菜・副菜を３つ

そろえて食べる人の割合
町田市の食育

推進に関する

市民アンケー

ト調査、町田

市民の保健医

療意識調査

１日の野菜摂取量（平均値）

朝食を欠食する人の割合（２０代）

ゆっくりよく噛んで食べている人の割合

食育のめざす姿
食の「わ」で育むまちだの未来

～感謝を持って食をたのしみ、食を通じて人や地域とのつながりが持てるまち～

基本目標 基本目標１　安全で望ましい食生活をおくる 視点 視点１　健康と食生活
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視点4

評価用データ

把握方法
現状（初期値） 2019 2020 2021 2022 2023 目標値 備考

事業実績 2,192食 15,402食 21,457食 27,131食 28,936食 33533食 20,000食 目標達成

事業実績 年1回 年2回 年1回 年2回 年2回 年2回 年2回 42校実施

事業実績
7％

（重量ベース）
12% 12.7% 12.5% 14.1% 15.2%

15％

（重量ベース）

・目標値に大きく近づい

た。

・白菜キムチやゆずはち

みつゼリーなど加工品の

製造及び提供を行ってい

る。

視点5

評価用データ

把握方法
現状（初期値） 2019 2020 2021 2022 2023 目標値 備考

事業実績 10件 6件 5件 3件 7件 6件 15件

「今が食べごろめしあが

れキャンペーン」を5店

舗で実施。「かわいいレ

シピ」を発行。神奈中バ

ス車内における普及啓発

を実施。

事業実績 41件 53件 0件 28件 8件 60件 60件

食塩給与量等栄養管理に

問題のある施設、新規施

設中心に指導。

目標値を達成できた。

特定給食施設等巡回指導数（年間）

小学校給食における地場野菜使用量

（上位10品目）

食育のめざす姿
食の「わ」で育むまちだの未来

～感謝を持って食をたのしみ、食を通じて人や地域とのつながりが持てるまち～

基本目標
基本目標２　食を通じて家族や地域とつながる

基本目標３　地域の恵みに感謝して食をたのしむ
視点 視点５　食環境

推進の方向性
食に関する環境の整備

食育推進ネットワークの強化

評価指標

スーパー等の事業者と連携した食に関す

る啓発活動数（年間）

まち☆ベジ給食の実施回数

食育のめざす姿
食の「わ」で育むまちだの未来

～感謝を持って食をたのしみ、食を通じて人や地域とのつながりが持てるまち～

基本目標
基本目標２　食を通じて家族や地域とつながる

基本目標３　地域の恵みに感謝して食をたのしむ
視点 視点４　地産地消

推進の方向性
町田産農産物の利用促進

農業交流・体験の実施

評価指標

まちだすいとんの延べ提供数



第２次町田市食育推進計画進捗管理シート ★：重点になっている取組
◎：評価指標に関連する取組

2024年度

① ② ① ② ① ② ① ② ① ②

市民協働推進課 ○ ○ 学習会等の開催 市民等を対象とした食の安全に係る学習会等の開催 5回
食品表示や食品の安全性、食物アレ
ルギーに関する情報発信及び環境整
備

食の安全に係る学習会等を開催する。

市民ボランティアの消費生活センター運
営協議会が消費者目線で学習会等を企
画、開催し、食の安全に関する情報を市
民に伝えることができた。

引き続き消費者目線で食の安全に係る
学習会等を企画、開催し、食品表示や
食品の安全性等を市民に情報発信して
いく。

2020年度から2022年度にかけては、新
型コロナウイルス感染拡大の影響を受
け、学習会等を開催できなかったり、定
員を減らす等の対応をせざるを得ない時
期もあったが、それ以外の時期は、食の
安全に係る学習会等を開催し、食品表
示や食品の安全性等を多くの市民に情
報発信することができた。

2024年度実施予定

市民協働推進課 ○ ○ ○ 料理教室等の開催
市民等を対象とした料理教室等の開催時に町田市産の食材を使用
する

3回
給食や飲食店での町田産農作物の
積極的利用

料理教室等開催時に、可能な範囲で町
田市産の食材の使用を検討する。

小麦や大豆などテーマ食材としたものに
町田市産を使用することが難しいものを
除き、なるべく町田市産の食材を使用す
ることを心がけた。

野菜や果物等については、町田市産や
国産のものを使用するよう留意する。

2020年度から2022年度にかけては、新
型コロナウイルス感染拡大の影響を受
け、試食を伴う料理教室を開催できない
時期もあった。それ以外の時期は、料理
教室を開催し、メニューに適した町田市
食材がある場合は、可能な限り町田市産
の食材を使用することができた。

2024年度実施予定

高齢者支援課 ◎ ○
◎介護予防普及啓
発講座（栄養）

地域の団体を対象に、介護予防における栄養改善の普及・啓発を
行います。

未定
団体等より依
頼時に対応

ライフステージに応じた望ましい食習
慣形成のための、給食や講習会、食
に関する情報発信

引き続き、高齢期の低栄養の予防・改善
について市民自ら実践できる力をつける
ための講座を実施する。

4回

講座テーマは低栄養予防等で実施し、
延べ39名の参加があった。引き続き、高
齢期の低栄養の予防・改善について市
民自ら実践できる力をつけるための講座
を実施する。

ライフステージに応じた望ましい食習慣の
形成に役立つ情報発信を行うなど、継続
的に栄養改善について普及啓発を行うこ
とができた。

有

高齢者支援課 ○ ○
介護予防普及啓発
講座（口腔）

地域の団体を対象に、介護予防における口腔機能改善の普及・啓
発を行います。

未定
団体等より依
頼時に対応

歯と口腔の健康に関する普及啓発や
健診、教室等の実施

引き続き、高齢期の口腔機能の低下予
防等について市民自ら実践できる力をつ
けるための講座を実施する。

8回

講座テーマは口腔機能低下予防等で実
施し、延べ116名の参加があった。引き
続き、高齢期の口腔機能の低下予防等
について市民自ら実践できる力をつける
ための講座を実施する。

2020年度は新型コロナウイルス感染症
の影響で講座を控える傾向がみられた。
2021年度以降は、感染対策を講じたう
えで実施し、継続的に歯と口腔の健康に
関する普及啓発ができた。

有

高齢者支援課 ○ ○ ○
介護予防月間地域
型イベント（口腔）

・１０月の介護予防月間に、歯科医師によるオーラルフレイル等、歯
と口腔の健康づくりに関する講座を地域住民向けに行います。

年２回
歯と口腔の健康に関する普及啓発や
健診、教室等の実施

引き続き、口腔の健康の保持・増進につ
いて市民自ら実践できる力をつけるため
の講座を実施する。

２回開催

講師を歯科医師会に依頼し、地域住民
を対象とした口腔の健康に関する講座を
実施し、延べ23名の参加があった。引き
続き、口腔の健康の保持・増進について
市民自ら実践できる力をつけるための講
座を実施する。

継続的に、地域住民を対象とした口腔の
健康に関する講座を開催し、普及啓発が
できた。

有

高齢者支援課 休止 ◎ ◎ ○ ◎男性料理教室

料理経験が浅く栄養が偏りがちな「男性」を対象に、料理の基本、調
理方法、栄養バランス、食の楽しみを認識してもらい、介護予防（低
栄養予防・閉じこもり予防）の普及・啓発を行います。（３回連続講
座）

0回
ライフステージに応じた望ましい食習
慣形成のための、給食や講習会、食
に関する情報発信

2023年度も休止のため目標は立てず。 未実施
2020年度から2023年度まで、感染症
対策のため事業を中止したが、2024年
度からは再開予定である。

2020年度から2023年度まで感染症対
策のため事業を中止したが、2019年度
は、計9クール27講座実施し、165名の
参加があった。講座内では、低栄養につ
いてや、講座終了後の地域活動につい
ての普及啓発ができた。

有

保健予防課 ◎ ○
◎園児むし歯予防教
室

保育園や幼稚園を訪問し、集団指導と歯みがきの練習を実施する。
集団指導の中で、お菓子はむし歯の原因になることや、食物の好き
嫌いをせずに、よく噛んで食べることの大切さの講話を行う予定。

8月を除く5月
から12月まで
の期間
計75回

歯と口腔の健康に関する普及啓発や
健診、教室等の実施

人形劇や、保護者向けのリーフレット等を
用い、「よく噛んで食べること」や「むし歯
になりにくいおやつ」について普及啓発を
行う。また、保護者へ提供する情報の充
実を図る。

76回実施済み。

園児達の興味・関心が集まり、よく噛むこ
とやむし歯についての理解が深まったと
感じている。また、保護者に対しても、糖
分の摂取量について注意喚起を行った。
来年度以降も引き続き取り組んでいく。

新型コロナウイルス感染症流行下も、保
育園や幼稚園のニーズを踏まえながら実
施内容を工夫し、事業を継続することが
できた。

有

保健予防課 休止 ◎ ○ ○
◎健康づくり推進員
への講話

健康づくり推進員に対し、歯周病やむし歯、口臭、ドライマウス等口
腔内の疾患についての講話を行う。その後、参加者に咀嚼判定ガム
を噛んでもらい、参加者自身の噛む力を確認する予定。

１月から３月ま
での期間に1回

歯と口腔の健康に関する普及啓発や
健診、教室等の実施

低栄養対策及びオーラルフレイル予防に
ついて普及啓発を行う。

実施なし 実施なし

2019年度は、健康づくり推進員を対象に
歯科健診の普及啓発を実施したが、
2020年度以降は新型コロナウイルス感
染症の影響を受け、実施できなかった。
今後は、歯と口の健康に関する普及啓
発を行う担い手を育成できるよう、機会を
検討する必要がある。

無

保健予防課 ◎
◎特定給食施設等
の巡回指導

「利用者に応じた食事の計画、調理及び栄養の評価、改善を実施し
ている特定給食施設の割合の増加」のため、指導を行う。

通年
事業者、飲食店、給食施設等におけ
る食品ロス削減や減塩に関する取組
及び情報発信

・特定給食施設等巡回指導数年間60件
・減塩、食品ロス削減の視点を含めて、
指導を行う

60件の指導を行った。

食塩給与量等の栄養管理に課題のある
施設、新規開始施設を重点的に指導し
た。
目標件数を達成した。

感染症の影響を受けて、巡回できない期
間があった。その期間は、電話等を使っ
て代替指導を行った。
施設の栄養管理、利用者への食育等を
確認、指導することによって、市民の望ま
しい食環境、食育が推進される環境を
作った。

有

保健予防課 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
食育推進ネットワーク
の連携

関係機関・団体、行政等が連携し、食に関する環境整備を行いま
す。町田市食育推進計画策定及び推進委員会の開催（年2回）、食
育推進庁内連絡会の開催（年2回）、町田集団給食研究会との連
携、町田地域活動栄養士会との連携など

通年
関係機関・団体、行政等が連携・協
働した食育の取組

関係機関・団体や行政間で連携して行っ
た会議、事業の取組数　年間22件

関係機関・団体や行政間で行った会議、
事業の取組数32件

目標回数を超えて、関係機関・団体と連
携をとれた。

感染症等の影響もあり、会議や事業を縮
小している時期もあったが、オンライン会
議など事業の開催方法を工夫して、関係
機関・団体と連携をとることができた。

有

4 5 高齢
者

障が
い者

活動主体 重点 状態

計画推進の視点

1 2 3

対象

取組
妊・
乳幼

小・
中

高・
大

成人 実施の有無進捗状況
5年間の総括・評価

食育の視点としての目標
取組の概要及び目的

実施期間・
回数

取組の方向性

2023年度

評価及び今後の展開

資料4-3
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保健予防課 ★ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 食環境整備事業
市民が望ましい食習慣を形成しやすいよう、情報発信等を図る。
食に関わる関係団体、民間企業と連携して実施する。

通年
関係機関・団体、行政等が連携・協
働した食環境整備に関する取組

関係機関・団体や行政間で連携して行っ
た食環境整備に関する取組数　年間6
件

市内デジタルサイネージ等を活用した情
報発信、レシピブック発行等を合計で、5
件行った。

市民の通学・通勤の場、スーパーにおけ
る買い物の場において、野菜摂取や朝食
喫食につながる情報を発信した。
今後は、情報発信に加えて、市民に身近
なスーパーや飲食店で、野菜たっぷりメ
ニュー等の望ましい食生活につながる食
の提供に取り組みたい。

1次計画で培った食のネットワークをさら
に拡げ、様々な民間企業、大学と連携し
た。連携によって、それぞれが持つ資
源、得意分野を活かすことができ、市民
へ効果的・効率的に情報発信できた。

有

保健予防課 ★ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○
◎町田市食育ボラン
ティア

食を通じた地域交流の推進により、家族や友人と一緒に食卓を囲ん
で食事をすることの大切さなどの普及啓発を図ることを目的として、
地域で活動を行う。

通年
食育ボランティア等を活用し、共食の
大切さや食事に関するあいさつ・作法
等の伝承

ボランティアの得意分野、経験を活かし
た幅広い活動を行う。
活動回数　年間20回

実際の食育活動、それに至る準備を含
めて、20回活動した。

パッククッキングや手打ちうどん等、ボラ
ンティアのスキル、経験を活かして食育
を行った。
今後はさらにボランティアの自主化を進
め、市内における食育活動を進めていき
たい。

感染症の影響を受けて、活動できない期
間があった。その間も、オンラインを用い
たグループワークを実施し、ボランティア
同士の関係醸成に努めた。
ボランティア活動は積みあがってきてお
り、定期的に依頼のある団体も出てきた。

有

保健予防課 ○ ○ ○ ○ ○ 食体験事業
農業体験により、食や農業生産者とふれる機会を増やすことで、食
を楽しむ文化や食に対する感謝の心を育む。

年1回
農業体験や、調理して食べる体験の
機会の充実

食や農業生産者とふれる機会をつくる。

1回開催した。
ブルーベリーの収穫体験を通し、都市農
業の特徴を参加者へ伝えることができ
た。

小中学生が夏休みの期間での実施だっ
たため、申し込みが多くあった。
今後も対象者が参加しやすい時期の開
催を検討したい。

2022年度までは民間企業や関連団体と
連携して実施していたが、2023年度は
庁内の他部署と連携して実施した。農業
体験と、農業生産者とふれる場をつくるこ
とができた。

有

保健予防課 ★ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○
◎まちだすいとんの
提供

町田の地域の味としての伝承と町田産野菜の普及啓発、並びに野
菜摂取量の増加を目的に「まちだすいとん」をイベントや給食施設等
で提供する。

通年
「まちだすいとん」「まち☆ベジ給食」等
の提供、レシピ普及

引き続き、給食施設等で提供いただける
よう周知する。

1年間で4,597食提供した。

市内給食施設や食のイベントで提供して
いただくことで、食数が増えている。
引き続き関係機関に提供を依頼してい
く。

2017年度からの延べ提供食数は、約
33,500食となり、2次計画目標食数であ
る20,000食を大きく超えた。
すいとんの普及によって、町田産農作物
の普及や野菜摂取量増加等に取り組む
ことができた。

有

保健予防課 ★ ◎ ○
◎高校や大学等に
おける健康教育

高校生や大学生等の若い世代の栄養バランスに配慮した望ましい
食生活の推進のために、高校生や大学生との協働による普及啓発
媒体の作成、高校や大学等への出張健康教育等を実施する。

随時
ライフステージに応じた望ましい食習
慣形成のための、給食や講習会、食
に関する情報発信

若い世代へのアプローチに向けて、前年
度の実績を活かしつつ、新たな連携先を
模索したい。

2024年度の食育実施に向けて、市内高
校1校と市内大学1校において打合せを
行った。

感染症等の状況に鑑み停滞していたが、
2024年度には健康教育を実施する見通
しが立った。
なお、プレコンセプションケアの観点も取り
入れる。

感染症等の状況に鑑み停滞していたが、
2024年度には健康教育を実施する見通
しを立てることができた。

有

保健予防課 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
食育に関する情報や体験の場を提供することで、市民の関心を高
め、実践につなげる。食育に関する講習会の開催やイベント実施を
行う。

年６回程度
関係機関・団体、行政等が連携・協
働した食育の取組

デジタルの活用や感染対策を講じて、幅
広くより多くの市民を対象とした食育イベ
ントを実施する。

関係機関・団体、行政等が連携・協働し
た食育の取組数：22件実施

感染症等の制限がないため、引き続き、
関係機関・団体、行政等が連携・協働し
た食育の取組を行っていく。

感染症等の状況を考慮した内容を実施
していたが、2023年度には集合型、参加
者参加型での事業を実施することができ
た。

有

保健予防課 休止 ◎ ○ ○ ○ ○

咀嚼判定ガムの色の変化と、固い食べ物を噛めるか自己評価シート
の結果から総合的に判断して、来所者自身にどの程度噛む力がある
かを知ってもらう。
日程調整をし、可能であれば町田市歯科医師会の歯科医師に依頼
し、歯科相談ブースも設ける予定。

年2回程度
歯と口腔の健康に関する普及啓発や
健診、教室等の実施

咀嚼力測定をきっかけに、オーラルフレイ
ル予防について普及啓発を行う。

実施なし 実施なし

2019年度は、「食育月間イベント（食育
フェス）」や「健康づくりフェア」、「まちだ男
女平等フェスティバル」等に出展し、咀嚼
力測定をきっかけに歯と口の健康につい
て普及啓発できた。新型コロナウイルス
感染症流行後は、イベントへの参入がで
きていないため、普及啓発の場を確保す
る必要がある。

無

保健予防課 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○
◎食育月間・食育の
日の取組

６月の「食育月間」や毎月１９日の「食育の日」に合わせて、普及啓
発を行う。

6月、及び毎月
19日

ライフステージに応じた望ましい食習
慣形成のための、給食や講習会、食
に関する情報発信

健全な食生活を実現できる人が増えるよ
うに、食について学ぶ機会を増やす。
親子の食育イベントとして多くの部署と連
携し、人が多い場所で実施することにより
啓発効果の増大を見込んでいる。
「朝食にも野菜を」テーマに、子どもセン
ターにおける啓発を強化する。

毎月19日の食育の日に合わせて市民
ホールレストラン・健康福祉会館において
のぼり旗を掲出した。6月の食育月間には
町田駅前における親子向け食育イベント
や商業施設や交通機関のデジタルサイ
ネージを使用した普及啓発を行った。

今後も食について学ぶ機会を作る。
6月のイベントについては、参加者が見込
みよりも少なかったため、次年度以降実
施する場合は実施方法を検討する必要
がある。
デジタルサイネージやSNS等のツールを
活用して、情報発信を強化していく。

市内公共施設や商業施設、交通機関に
おいて普及啓発を行った。
コロナ禍後は、感染症等の状況に鑑み対
面での普及啓発が難しい部分もあった。
2020年度以降はSNSやデジタルサイ
ネージ等を活用しながら普及啓発を行う
ことができた。

有

保健予防課 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
食育カレンダーの作
成・普及

“食に関わる日・週間”を盛り込んだ年間のカレンダーを作成し、各団
体が取り組む“食に関わる日・週間”を共有することにより、一体的な
食育推進を目指す。

通年
関係機関・団体、行政等が連携・協
働した食育の取組

市民や関係団体における活用状況を把
握する。

町田市ホームページで毎月公開した。
電子媒体での活用を想定し、紙配布は
行わなかった。

各月に行われる食に関するイベントや食
に関する日・週間について一目でわかる
ようにまとめたが、掲載ホームページの閲
覧数が各月50回程度と少なかった。
2024年度以降は、SNSにおけるリアルタ
イムな発信と毎年1年間の食育をまとめ
た報告書を作成することにより情報発信
を行っていく。

食育リーフレットの代替えとして2022年
度から食に関する日・週間や市内の食に
関するいイベントを掲載したカレンダーを
作成・発信した。
今後は、情報発信の即時性と活用しや
すさを考え、SNS及び食育報告書の作
成・発信により市の食育をお知らせしてい
く。

無し

保健予防課 ◎ ○ ○
「測定会」において、来所者に咀嚼判定ガムを噛んでもらい、ガムの
色の変化でどの程度噛む力があるかを知ってもらう。また、来所者に
摂食嚥下機能を維持するためのトレーニング方法を伝える予定。

年2回
歯と口腔の健康に関する普及啓発や
健診、教室等の実施

咀嚼力測定をきっかけに、オーラルフレイ
ル予防について普及啓発を行う。

「からだ測定会」は、7月と8月、1月の3
回開催され、計46名の方に対し、咀嚼力
測定及びオーラルフレイル予防の普及啓
発を実施できた。

引き続き、オーラルフレイル予防の普及
啓発を実施していく。また、咀嚼力測定
だけでなく、嚥下機能（飲み込む力）へも
アプローチできるように、測定項目の追加
やトレーニング方法の効果的な普及啓発
方法を検討する。

感染症対策をしながら、5年間を通じて
咀嚼力測定を継続できた。今後は、オー
ラルフレイル予防の普及啓発を継続しつ
つ、参加者の年齢層にさらに沿った普及
啓発内容を検討していく。。

有

保健予防課 ◎ ○ ○
測定や保健師・栄養士の生活習慣病予防に関する講話を通して、
生活習慣の改善及び健康増進を図るためのきっかけづくりを行う。

年5回
ライフステージに応じた望ましい食習
慣形成のための、給食や講習会、食
に関する情報発信

ポピュレーションアプロ―チの視点から、
市民が気軽に参加できる事業を計画す
る。市民に広く、主食・主菜・副菜を揃え
て食べる必要性を伝えていく。
測定会を年3回に増やし、出張セミナー
は依頼に応じて実施する。

年5回実施した（からだ測定会3回、出張
セミナー2回）。
からだ測定会について、開催場所を各地
域の市民センターとして実施した。2023
年度まではコロナ禍において完全予約制
としていたが、当日でも気軽に参加できる
よう予約なしの枠を設けて実施した。

からだ測定会について、予約者・当日参
加者ともに少なかったため、今後はアクセ
スのよい健康福祉会館にて実施する。
また、依頼を受けての出張セミナーにつ
いては引き続き実施する。

感染症の影響を受けて中止した回もあっ
たが、実施方法や定員を検討・変更しな
がら行っている。
若い世代・働き世代が集まる場に出向く
ことにより、参加者数を増やすことが出来
た。

有

◎食育講演会等の
食育イベント

◎一般健康教育事
業
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保健予防課 ◎ ○ ○
◎病態別健康教育
事業

糖尿病や脂質異常症等の生活習慣病予防に関する講話を通して、
生活習慣の改善及び健康増進を図るためのきっかけづくりを行う。

年7回
ライフステージに応じた望ましい食習
慣形成のための、給食や講習会、食
に関する情報発信

・主食・主菜・副菜を３つそろえて食べる
人の割合を増やす

年7回実施した。

病態の基礎知識の普及と共に、望ましい
食生活について伝えることが出来た。
市民意識調査やKDBデータ等のデータ
から市民の健康課題を分析し、より効果
的なアプローチを図る。

感染症の影響を受けて中止した回もあっ
たが、実施方法や定員を検討・変更しな
がら行っている。
病態の基礎知識の普及と共に、望ましい
食生活について伝えることが出来た。

有

保健予防課 ◎ ○ ○
◎プレママ・パパクラ
ス

妊娠中の衛生や栄養、口腔ケアに関する知識や情報を習得し、健
康づくりの実践につながるよう講話や実習を実施する。栄養の講話で
は、特に「ふだんの食事で主食・主菜・副菜を３つそろえて食べる」こ
との大切さを重点的に伝える。

年12回
ライフステージに応じた望ましい食習
慣形成のための、給食や講習会、食
に関する情報発信

・主食・主菜・副菜を３つそろえて食べる
人の割合を増やす

２０２３年度はコロナ５類移行に伴い、定
員を２０名から３０名に拡大した。そのた
め昨年は年間２５０名の参加から今年度
は１月末時点で２７５名の参加ができてい
る。

事業実施後のアンケートにも、予約がな
かなか取れないと意見を頂いているニー
ズの高い事業である。近隣産科の同様の
クラス再開ができていない現状もあるた
め今後も定員の草加や充実した授業内
容を検討していく。

コロナ禍では、感染症に配慮が必要な妊
婦が参加する為、定員を削減し、滞在時
間を短くしながらも重要な情報は伝えれ
れるように工夫をした。また５類移行後は
手員を増やし、市民のニーズに応えられ
るように運営方法を変更した。

実施

保健予防課 ◎ ○ ○ ○
◎妊娠期の方向けの
情報提供

妊娠中の適切な食生活について理解を深めることや、保護者の食生
活習慣を健全なものにし、生涯を通した健康的な家庭づくりを促すこ
とを目的とした情報提供を行う。

随時
ライフステージに応じた望ましい食習
慣形成のための、給食や講習会、食
に関する情報発信

・主食・主菜・副菜を３つそろえて食べる
人の割合を増やす
・妊娠期及びそのパートナー向けのオン
ライン講習会を実施する。

2023年度は「健康な赤ちゃんを育むた
めの栄養セミナー～妊娠前から知ってお
きたい栄養のこと～」と題してオンライン
セミナーを2回実施した。

参加者は年間で計5名であり、アンケート
の回答は無かった。
セミナーの動画を市公式YouTubeチャン
ネルに投稿したところ、66回の視聴が
あった。

コロナ禍においては、調理事業は中止せ
ざるを得ない状況となったが、まちだ子育
てサイトへの掲載や動画配信を通して情
報発信を充実させることができた。

プレママパパクラスに統合して実施する。

保健予防課 ◎ ◎ ○
◎幼児期及びその保
護者の方向けの情報
提供

保護者が、幼児の栄養・食生活を理解することにより、幼児の健康
増進を図ることを目的として、講習会開催、情報発信を行う。

随時
ライフステージに応じた望ましい食習
慣形成のための、給食や講習会、食
に関する情報発信

・主食・主菜・副菜を３つそろえて食べる
人の割合を増やす
・ゆっくりよく噛むことの大切さ等を情報提
供する

主に１．６・３歳児健診・乳相で必要な母
子への栄養相談実施。出生数が減少圭
子雲ある中、栄養相談のニーズは高く
年々相談率が上昇している。２０２３年度
は１月末時点で１．６健１９２件３．０健２７
０件、乳相２７５件。

健診での相談件数も増加し、時間の制
限もあり、当日相談を受けられずに帰宅
される方がいる状況のため、ニーズのあ
る市民にはオンライン相談で対応してい
る。

オンラインでの栄養相談など相談する機
会が増え、市民のニーズに応えられるよ
うに改善された。

実施

保健予防課 ◎ ○ ◎離乳食講習会
乳幼児の栄養・食生活を保護者に理解させ、乳幼児の健康増進を
図ると共に、乳幼児と保護者の交流を通して社会性を育てることを目
的として実施。離乳食の講話・試食、歯の話、親子遊びを行う。

年44回
ライフステージに応じた望ましい食習
慣形成のための、給食や講習会、食
に関する情報発信

離乳食の形態カードを配布し、離乳期の
食事に関して、家で繰り返し確認ができる
ようにする。

離乳食の形態カードを配布し、離乳期の
食事に関して、家で繰り返し確認ができる
ようにしている。

媒体等を充実させている。2024年度以
降は定員枠を増やしたり、お父さん向け
の離乳食講習会を開講したり、LINE申込
を開始するなど、間口をより広くしていく。

市民サービス向上の観点から、形態の変
化が分かるカードの配布やオンライン講
座等を開始することができた。満足度は
非常に高い。

実施

保健予防課 ○ ○ ○
栄養健康教育（アレ
ルギー教室）

小児の食物アレルギーの有病率が増加しているなか、食物アレル
ギーの正しい知識の普及と情報提供を図るとともに、保護者や給食
関係者の不安を和らげることを目的とし、講演会を実施する。

年1回
食品表示や食品の安全性、食物アレ
ルギーに関する情報発信及び環境整
備

食物アレルギーの正しい知識普及のた
め、引き続き開催する。

年1回開催しており、計46名の参加が
あった。

オンライン参加の希望者が多く、ハイブ
リット形式で実施しており、内容の満足度
が高い事業である。
引き続き、食物アレルギーの正しい知識
普及のため開催する。

医師の講話及び看護師のスキンケア実
演で構成する満足度の高い講座である。
市民だけでなく、給食施設の職員を対象
としているため、参加者以外の市民の受
診機会の向上にも寄与していると考えら
れる。

実施

生活衛生課 ★ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
◎食品衛生街頭相
談

食中毒予防に関する正しい知識を情報提供する 年１回
食中毒等の予防に関する取組及び情
報発信、給食施設や飲食店等の食
中毒予防に関する講習会等の実施

営業者、消費者に対してカンピロバクター
食中毒、アニサキス食中毒に関する情
報を周知し、食中毒予防のための意識を
高めてもらう。

市民向けの街頭相談を1回実施した。
オンラインと対面で営業者向け講習会を
8回実施した。

計画以上に進んだ。
今年度同様、オンラインも活用しながら、
講習会を継続する。

計画以上に進んだ。
講習会を通じて営業者や市民に食中毒
等の予防に関する情報発信ができた。

有
食品衛生街頭相談

生活衛生課 ★ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○
◎「食べものミミより
情報」の発行

市民が安全な食生活を送るための情報を正しく理解することで、食に
対する安心感を得られるよう、積極的に情報提供を行う。

年４回
食中毒等の予防に関する取組及び情
報発信、給食施設や飲食店等の食
中毒予防に関する講習会等の実施

市民に対して食の安全に関する情報をラ
イン、ツイッター、デジタル掲示板などで
発信する。

市民に対する食の安全情報に関する
広報誌を4回発行した。
発行部数は、合計14,000部である。

計画通り進んだ。
市民に対して、食の安全に関する情報を
ラインなどのツールで発信する。

計画通り進んだ。食の安全について、
様々なテーマを取り上げ、市民への
普及啓発を行った。

有
「食べものミミより情報」の発行

児童青少年課 休止 ◎ ○ ○ ○ ○
◎Ｌｅｔ’ｓクックＯＮ
（ただON）

・おやつ作りの楽しさや自分で作ったものを食べる喜びを知る
・自分で作れることを体験し、家庭でも作れるようになる。
・自分の力で「できる」を実感し、意欲を育てる

6回
家族や友人等と食卓を囲んで一緒に
食事をする機会の提供・促進

おやつづくりの楽しさや自分で作ったもの
を食べる喜びを知る。

実施なし ―

2019年度実施の際は、多くの参加者が
あり、自分で作ったものを食べることを喜
ぶ姿が見られた。
2020年度、新型コロナウイルス感染症の
影響に伴い休止となった。

無

児童青少年課 休止 ◎ ○ ○
◎親子でつくろＯＮ
（ただON）

・親子でおやつ作りの楽しさや自分で作ったものを食べる喜びを体感
する・子育てを楽しむ
・自分の力で「できる」を実感し、意欲を育てる

4回
家族や友人等と食卓を囲んで一緒に
食事をする機会の提供・促進

親子でおやつ作りの楽しさや自分で作っ
たものを食べる喜びを体感する。

実施なし ―

簡単なおやつ作りなので、子ども自身が
材料に触れて作ることができた。毎回楽
しみに参加してくれる親子が増えてきたと
ころだったが、2020年度、新型コロナウィ
ルス感染症の影響に伴い休止となった。

無

児童青少年課 廃止 ◎ ○ ○ ○
◎南アフリカ郷土料
理づくり

・南アフリカの文化と食を学び、異国の家庭料理を作って味わう。・仲
間と役割分担をしながら、協力して完成したものの美味しさを共有す
る。

夏休みに1回 実施未定 － － －
食を通して、外国の文化を知る機会と
なった。今後は、子どもたちとボランティア
講師のニーズにより実施したい。

無

児童青少年課 ○ ○ ○
◎離乳食講座
（ただON）

・離乳食を始める保護者への不安解消と、工夫しだいで簡単につく
れることを知り、子育ての時間を楽しめるようサポートする。

1月に１回
ライフステージに応じた望ましい食習
慣形成のための、給食や講習会、食
に関する情報発信

保護者に知識を学んでもらい、お子さん
の食生活を豊かにする

1月に1回実施。

参加者は少なかったが、保護者が初期・
中期・後期などを試食し、取り分けて離
乳食が作れることを知って知識が深まっ
た様子だった。

参加された保護者からは、離乳食への
知識が深まったなど、好評であったが、
定員に対する参加者数が少なく、新たな
手法での取り組みが求められている。

無

児童青少年課 ○ ○ ○
◎０歳あつまれ！べ
ビヨガおにぎり会
（ただON）

・おにぎりを握って会食することで、保護者同士の交流を深める。 6回
家族や友人等と食卓を囲んで一緒に
食事をする機会の提供・促進

食に対する楽しみや興味を、多くの親子
や子どもたちに持ってもらう

1月に1回実施。

和気あいあいとした良い雰囲気の事業だ
が、年度が替わり、利用者の顔ぶれも変
わるので、関係を築いて秋ごろから実施
したい。

保護者発案の事業。地域の方の協力も
あった。実施することで保護者同士の交
流・情報交換の場になった。

有
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児童青少年課 ◎ ○ ○ ○
◎英語でcooking
（ただON）

・英語をまじえて各地の料理のつくりかたを教わり、地域の特色を学
ぶ。

3回
家族や友人等と食卓を囲んで一緒に
食事をする機会の提供・促進

食に対する楽しみや興味を、多くの親子
や子どもたちに持ってもらう

3回実施。

寿司ロール・沖縄ポーク玉子・油麩丼と、
興味を引くメニューで実施した。毎回定
員いっぱいになり、人気があるので、
2024年度も継続していきたい。

地域の方が講師となり、参加者と交流し
ながら楽しく調理・会食できる事業。英語
だけでなく、方言もまじえることもあり、地
域の特性を感じることができた。

有

児童青少年課 廃止 ◎ ○

◎マナー講座
（お箸の持ち方などの
マナーと簡単につく
れる調理）

・簡単な料理を作って食しながら、お箸の使い方などの食事のマナー
を教えてもらうことで、小さいうちから個々の癖を知ることで、正しいマ
ナーを身に付けることができる。

年2回くらい 実施未定 － － －
食育ボランティア等を活用し、共食の大
切さや食事に関するあいさつ・作法等の
伝承を知るきっかけとなった。

無

児童青少年課 廃止 ○ ◎ ○ ○
きまぐれクッキング
（つるっこ）

・簡単なレシピをもとに、大人の助言なしに自分で作ることで、自信と
調理の楽しさを知り、購入したものとは異なる美味しさと満足感を味
わう。

休館日以外の
毎日

月ごとにメ
ニュー変化

ライフステージに応じた望ましい食習
慣形成のための、給食や講習会、食
に関する情報発信

ー - －
気軽に調理に関わることができ、好評
だったが新型コロナウイルス感染症の影
響に伴い、廃止となった。

無

児童青少年課 ○ ◎ ○ ○
すまいるクッキング
（つるっこ）

・おやつ作りの楽しさや自分で作ったものを食べる喜びを知る
・自分で作れることを体験し、家庭でも作れるようになる。
・自分の力で「できる」を実感し、意欲を育てる

５回
家族や友人等と食卓を囲んで一緒に
食事をする機会の提供・促進

おやつづくりの楽しさや自分で作ったもの
を食べる喜びを知る

10月～２月まで月1回実施
兄弟や友だち同士での参加も多く、簡単
でわかりやすく、参加者からも好評。
2024年度も実施予定。

新型コロナウィルス感染症の影響に伴い
休止していたが、2023年度より再開。自
分で作って食べる、友だちと食べる楽しさ
を知るなど様々な体験につながった。

有

児童青少年課 ○ ○ ○
親子でおいもほり
（ばあん）

・近隣の農家の方に協力して頂き、さつまいも堀り体験を親子一緒に
楽しむ。収穫を自ら体験することで、食への興味を育てる。

10月に1回
農業体験や、調理して食べる体験の
機会の充実

育て、収穫し、調理を経て食べられること
を、体験から学ぶ
定員に対する参加率80％

10月実施、20組参加で参加率80％

地域の方の畑を借りていもほりを実施。
保護者から土に触れる経験が貴重なた
め嬉しいという声が聞かれた。例年実施
しており好評のため、2024年度も実施予
定。

新型コロナウィルス感染症の影響に伴い
休止していたがが、自分で収穫したもの
を家で食べるという体験ができ、食の流
れを学ぶきっかけになった。また、地域の
方と親子が触れ合うきっかけになった。

有

児童青少年課 ◎ ○ ○
幼児料理企画
（ばあん）

・自分で作る楽しさや自分で作ったものを食べる喜びを知ることで、食
への関心や興味を広げる。
・親子一緒にお菓子作りをすることで、親子の絆を深める。

年1回
家族や友人等と食卓を囲んで一緒に
食事をする機会の提供・促進

食に対する楽しみや興味を、多くの親子
や子どもたちに持ってもらう
定員に対する参加率100％

12月実施、10組参加で参加率100％

クリスマスツリーケーキを作った。市販の
スポンジケーキをツリーの形にするもの
で、親子一緒に形作りや飾り付けを楽し
み、参加者からも好評であった。ニーズも
高いため、2024年度も実施予定。

新型コロナウイルス感染症の影響に伴い
2年間休止していた。クリスマスツリー
ケーキ、ヨーグルトムースケーキづくりを
実施し、自分で作ったものを食べるという
体験ができ、食への興味をもつきっかけ
になった。

有

児童青少年課 ◎ ○ ○
料理企画
（ばあん）

・調理の楽しさを知り、食に対する興味関心を深める。
・作り上げた料理に感謝する気持ちでいただき、食に関する意欲を高
める。
・料理に対する積極性を養い、自ら調理する気持ちを育てる。

年10回
家族や友人等と食卓を囲んで一緒に
食事をする機会の提供・促進

食に対する楽しみや興味を、多くの子ども
たちに持ってもらう
定員に対する参加率100％

年１０回実施。

クッキーやクレープなどのお菓子や、ボ
チャコロッケやぱりぱりチキンなどの総菜
まで、毎月異なったメニューで調理体験
を行い、参加者からも好評で、毎回定員
以上の申し込みがあった。2024年度も
実施予定。

新型コロナウイルス感染症の影響に伴い
休止していたが再開すると大変好評で、
食への興味関心や調理への気持ちを高
めることが出来た。

有

児童青少年課 ○ ◎ ○ ○

◎かたりばあんスペ
シャル
（中高生ばあんでご
はん）

中高生の個食・貧困の問題を地域の課題として、仲間とともに乗り越
える力を養う。調理活動・会食をとおし、地域の大人との会話を楽し
み、食生活だけでなく、様々な悩みを解消する場となるとともに、目
標とする大人像を描けるように支援する。費用をかけなくても、みん
なで作って食べることで、おいしくバランスのとれた食事になることを
実感する。

年1回
家族や友人等と食卓を囲んで一緒に
食事をする機会の提供・促進

共食の機会の提供
食を通したコミュニティの形成

8月に1回実施。

子ども食堂「みんなでごはん」の協力を得
て実施。
中高生の、包丁を使う姿やフライパンを
振ってチャーハンを炒める姿など、普段
は見られない姿が見られた。
食事の後は、少しだけ手持ち花火を行
い、「次の日から2学期が始まるけれど、
夏休み最後に夏らしいことできた！」と喜
んでおり、明日学校へ向かう気持ちへの
励みとなっていた。

新型コロナウイルス感染症の影響に伴い
休止していたが、地域の協力も得て再開
することができた。
料理をしながらポロポロと学校の愚痴や
家の愚痴などを吐き出すことも出来たり、
明日への意欲につながる効果も感じられ
た。

有

児童青少年課 休止 ◎ ○ ○
◎まちれぴCOOK!
（まあち）

・地域のボランティアの方が担ってくださることで、子どもと地域が、繋
がるきっかけ作りとする。
・作業を通して、新しいことを知り、見ることで、想像したり考える機会
を作る。
・児童が主体的に取り組み、楽しみながら様々なスキルを身に付け
ることで自信に繋げる。

5回
家族や友人等と食卓を囲んで一緒に
食事をする機会の提供・促進

食に対する楽しみや興味を、多くの親子
や子どもたちに持ってもらう
定員に対する参加率80％

-

2020年度、新型コロナウイルス感染症の
影響に伴い休止となっていた期間が長
く、関わっていたボランティアとの調整が
難しくなったため調理活動が再開となっ
た後も休止としている。

地域の方と子どもが関わり、作ることの楽
しさや調理で活かせる知恵など多様なこ
とを体験できる事業であった。

無

児童青少年課 ◎ ○ ○
もぐもぐクッキング
（まあち）

・簡単な調理経験を通して、作ることの楽しさや食に対する関心を高
めるきっかけにする。
・児童が主体的に取り組み、様々なスキルを身に付けることで自信に
繋げる。
・調理室の周知とクッキングルーム活用を兼ねる。

1回
家族や友人等と食卓を囲んで一緒に
食事をする機会の提供・促進

食に対する楽しみや興味を多くの子ども
たちに持ってもらう

6月に1回実施。
6名参加で参加率は50％

生地から作るピザづくりでは、簡単に生地
が作れることに驚いたり興味を示す様子
が見られた。自分で作ることで、作る楽し
さや興味関心を持つきっかけとなった。
今後は、利用者のニーズを鑑みて継続
する。

自分で簡単に作れることや、知らなったこ
とを考え知る機会となった。友人と一緒に
調理し食べる工程が楽しく、食を体験で
きる時間となった。

有

児童青少年課 休止 ○ ○
◎離乳食講座
◎幼児食講座

・離乳食時期から幼児食までを見通した講座にし、保護者の方へ幅
広い育児知識の提供を行い、離乳食の不安解消と余裕ある子育て
の時間を楽しめるようサポートする。

11月にそれぞ
れ1回

ライフステージに応じた望ましい食習
慣形成のための、給食や講習会、食
に関する情報発信

保護者に知識を学んでもらい、お子さん
の食生活を豊かにする

－ ―
新型コロナウイルス感染症の影響に伴い
休止していたが、講座を望む声が高く
2024年度から再開する予定。

有

児童青少年課 ○ ◎ ○ ○ ○
ちゃれんじCOOK!
（まあち）

・乳幼児期に親子でクッキングの楽しさを体験してもらう。
・子どもたちが気軽に食に触れるきっかけとし、自分で作ったものを食
べる喜びを知る・体感できる機会とする。
・まあちのクッキングルームの利用を周知し、今後調理を楽しめる場
のひとつにしてもらう。

月1回程度
家族や友人等と食卓を囲んで一緒に
食事をする機会の提供・促進

食に対する楽しみや興味を、多くの親子
や子どもたちに持ってもらう

毎月1回、計12回実施。
年間の参加者は522名。

生地をのばす、型を抜く、飾りをつけるな
ど簡単な調理で自分で作る、作ったもの
を食べる体験が気軽にできた。親子での
コミュニケーションの場にもなっていた。
2024年度も実施予定。

新型コロナウイルス感染症の影響に伴い
休止していたが、子どもたちが気軽に食に
触れるきっかけとなり、自分で作ったもの
を食べ、友人や親子で取り組む楽しさを
体験できる場となっていた。

有

児童青少年課 ◎ ○ ○ ○
◎あおぞらクッキング
（ぱお）

・地域の青少年健全育成委員会の方々の力を借りながら、ドラム缶
でピザ作りを行う。生地作りから始めることによって、食材への興味を
育む。

月１回(7月～
１2月まではお

休み)

家族や友人等と食卓を囲んで一緒に
食事をする機会の提供・促進

定員に対する参加率80％
年6回実施。
参加率94％

生地作りから、調理過程を行うことで、食
材への興味関心を持つことができた。
2024年度も継続。

新型コロナウイルス感染症の影響に伴い
休止していたが。利用者からのニーズも
高く体験活動を通して調理への関心を持
ち、家族や友人たちとのコミュニケーショ
ンの場となっていた。

有
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子育て推進課 ○ ○ ○

食育集会（３～５歳
児）「栄養バランス」
「食事マナー」、「食
育だより」の発行

「食を営む力」の育成に向け、その基礎を培うことをねらいとして、３
～５歳児を対象に、遊びを通して、箸使いなどの食事マナーや栄養
バランスへの意識づけ、食への興味関心を五感を通して育む食育集
会を実施する。また、食育だよりを発行し、保護者に対し食育を啓発
する。

15回
ライフステージに応じた望ましい食習
慣形成のための、給食や講習会、食
に関する情報発信

・食育集会を年15回実施する。
・食育だよりが「参考になった」人の割合
を増やす。

15回
延べ指導数852名

・公立保育園の３～５歳児を対象に、予
定通り5園各3回実施した。学んだこと
を、給食時間で継続して実践している様
子が多く見られた。
・食育だよりが「参考になった」と回答した
割合は、昨年度より増加し95％だった。
また、給食の写真配信が「参考になった」
と回答した割合は98％で、家庭で給食の
話題を共有する一助になっている。

「食を営む力」の基礎を培うことをねらい
として、3～5歳児を対象に食への興味関
心を育む食育集会を、発達段階に応じ
て実施した。計画通りに実施することが出
来、給食時間中の保育園児達の会話や
様子から、食育集会で学んだことが身に
ついている様子が多くみられるようになっ
た。
また、食育だよりを発行することで、保護
者から旬の食材や食に関係する行事を
意識するようになった等の声をいただい
ている。給食の写真配信は、家庭で給食
の話題を共有する一助になっている。

有

子育て推進課 ○ ○ ○
子育てひろば①離乳
食講座②食事栄養
相談③卒乳講座

乳幼児期の食に関する基本的な知識を身につけ、今後の子育てに
役立てていくことをねらいとして、次の機会を設ける。①離乳食につい
ての講話や、調理の見学・試食。②地域の妊婦・乳幼児をもつ保護
者が、食事について個別の相談の場。③幼児食への移行期、特に
卒乳に関する講座。

15回
ライフステージに応じた望ましい食習
慣形成のための、給食や講習会、食
に関する情報発信

地域子育て相談センターや保育施設、
子どもセンター等と連携し、乳幼児の食
事・栄養についての知識を普及する。

14回
参加数120組

・実施後のアンケートの結果から、満足
度の高い講座が実施出来ている。
・今後も各所の利用者ニーズに応える講
座を実施していく。

乳幼児期の食に関する基本的な知識を
身につけ、今後の子育てに役立てていく
ことをねらいとして、育児講座を実施し
た。依頼のあった施設と連携をとりなが
ら、各所の利用者ニーズに応えられるよ
うに行った。実施後のアンケート結果か
ら、満足度の高い講座が実施出来てい
る。

有

子育て推進課 ★ ◎ ○
◎食中毒予防の指
導

安心・安全な食生活のために、保護者向けにおたよりなどで食中毒
に関する情報提供や注意喚起を実施する。また、園児への手洗い
や清潔に関する指導を日々の活動の中で年齢・月齢に応じて実施
する。

1～2回
食中毒等の予防に関する取組及び情
報発信、給食施設や飲食店等の食
中毒予防に関する講習会等の実施

食育だよりを通じて、食中毒予防につい
て身近に考え実践できる情報を発信す
る。

2回

公立保育園を利用している保護者に対し
て、６月、１１月の食育だよりを通して、そ
の季節に発生しやすい食中毒や、衛生
管理についての注意喚起を行った。今後
も、分かりやすく情報を伝えていく。

安心・安全な食生活のために、保護者向
けに食育だよりで食中毒に関する情報提
供や注意喚起を実施した。また、園児へ
の手洗いや清潔に関する指導を日々の
活動の中で年齢・月齢に応じて実施して
いる。

有

子育て推進課 ○ ◎ ○
◎行事食・お楽しみ
給食

毎月の献立で、行事食やお楽しみ給食等を通し、日本や世界の食
文化や伝統を体感できるようにする。また、保育室での調理員による
クッキングや、異年齢、お客様との会食を実施する。

1～3回/月
給食での行事食の提供や、町田の地
域の味を伝承する教室等の実施

食を楽しむ気持ちを育む給食や食体験
を実施する。通常献立は和食を多くする
ことで、栄養面の充実と日本の食文化の
伝承を図る。

行事食・お楽しみ給食の実施
平均2回／月

園児が様々な食体験を出来るような献
立やアレルギー等に配慮した献立を実施
した。また、各園へ栄養士が巡回する際
や食育だよりで、食文化や伝統等、献立
作成の意図を伝えることで、食体験の充
実を図った。今後も、職員が連携しなが
ら、食育計画のもと、園児達の食の充実
を目指す。

行事食やお楽しみ給食を通し、園児達が
色々な地域の食文化や伝統を体感でき
るようにした。また、クッキング活動や、バ
イキング給食、異年齢会食、園で収穫し
た作物を使用した給食等をとりいれること
で、園児達の食の充実を図った。

有

町田市観光コン
ベンション協会・
観光まちづくり課

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
市内農畜産物やそ
れに関わるイベントの
PR

観光案内やツアー時に町田産の食材を使用した店舗の紹介や誘
導。グルメマップの活用。
地場の農畜産物PRイベントをSNSで情報発信し、食の観点から町田
の魅力を伝える。

随時 町田産農産物に関する情報発信

引き続き、町田の農産物や飲食店の情
報発信を行う。また、マップや冊子での発
信だけでなく、より多くのターゲットに伝え
るために、SNSや動画など活用した発信
を行う。

生産者と協働して市内で生産される食材
を活用した里山弁当を町田駅で販売し、
市内外から訪れる多くの方にPRした。
また、農業生産者とそば摘みの体験事
業を実施し、生産者とのふれあいの場を
提供した。
さらに引き続き、マップや冊子を活用し、
各イベントで発信するとともに、より多くの
ターゲットに伝えるために、SNSや動画な
ど活用して情報発信を行った。

市内生産者や交通事業者等とのコラボ
レーションにより、多くの方にPRすることが
できるとともに、さらなる事業拡大の可能
性を持たせることができた。今後も連携を
拡大し、多くの方にＰＲしたい。
マップや冊子、SNS、動画による情報発
信は引き続き積極的に実施していきた
い。

5年間のうち、コロナによる事業の停滞も
あったが、事業者とのコラボレーションや
SNSや動画等の新たなツールの活用によ
る効果が得られた。
引き続き、新たな効果的な媒体を検討
し、情報の発信に努める。

〇　実施
・里山弁当販売　6日/年
・シルクメロン農園とのコラボレーションによ
るカフェ運営（秋祭り）
・七国山そば摘み体験

町田市観光コン
ベンション協会・
観光まちづくり課

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
町田市名産品推奨
事業

市内で生産・製造される食品・加工品のうち、名称・意匠・材料など
が市にふさわしいものに対して２年に１度「町田市名産品」の認定を
行い、広く商品の周知を図るために市庁舎等を活用して販売会を開
催します。

名産品販売会
／年2回　名
産品・特産品
試食販売会／
年2～4回　市
内外イベントで
の名産品・特
産品販売／年
5回

町田産農産物に関する情報発信

コロナ前のように多くの事業者に名産品ま
つり参加していただき、名産品まつりや他
のイベントを実施していきたい。2022年
度に新しく認定された名産品を積極的に
PRしていく。

2022年度に新たな名産品を認定すると
ともに、名産品の認定機関を2年から３年
に期間を延長した。
町田ツーリストギャラリー等で名産品の販
売を行うとともに、市内外のイベントで紹
介・販売・PRを行った。

コロナも明けて、多くの市内外のイベント
で名産品を紹介・販売・PRすることができ
た。
今後は、町田ゼルビアのJ1昇格を機に、
Jリーグの試合時にシティーセールス活
動を実施し、遠方へのイベントに出向き
PRを行っていきたい。

コロナ禍により、イベントが減少し、試食販
売がしづらい状況等により、活動の縮小
を余儀なくされたが、最近では、ようやくイ
ベントが増え、コロナ前の状況に戻ってき
ている。引き続き、PRする機会を増やし
て行きたい。

〇　実施
市内外イベントでの名産品・特産品販売／
年10回以上

農業振興課 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ブランド化推進事業
地産地消推進のため、町田産農産物を使用している飲食店等の情
報を掲載した「まち☆ベジグルメ店ナビ」を作成する。

年１回 町田産農産物に関する情報発信
まち☆ベジや町田市の農業について多く
の市民に周知するために、様々な広告
媒体を活用して地産地消を推進する。

市内農業情報をまとめた冊子「まち☆ベ
ジBOOK」（「まち☆ベジグルメ店ナビ」の
後継）を市内各所やイベントで配布した。
また、夏・秋・冬の3回、市内を走行する
バスやタクシー、子どもセンター等に設置
されているデジタルサイネージでまち☆ベ
ジPR動画等を配信した。

冊子やデジタルサイネージといった様々
な広告媒体を活用して、まち☆ベジや町
田市農業についてひろく市民に周知する
ことができた。
引き続きPRを行い、地産地消の推進を
図っていく。

市内農業情報を掲載した冊子の作成
や、バス等の公共交通機関等に設置さ
れているデジタルサイネージでのPR動画
等の配信など、様々な広告媒体を活用
して、まち☆ベジ町田市の農業について
ひろく市民に周知し、地産地消を推進す
ることができた。

「まち☆ベジBOOK」第3弾を発行予定。

農業振興課 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ふれあい農業推進
事業

市民に町田産農産物をＰＲするため、良質な野菜等を購入できるイ
ベントである農業祭を開催する。また、農業者の営農技術の向上を
図るため、農産物品評会を開催する。

年１回 町田産農産物に関する情報発信
まち☆ベジや町田市の農業について多く
の市民に周知するために、様々な広告
媒体を活用して地産地消を推進する。

例年実施している農産物即売会や品評
会、農業関係者等によるブース出店を実
施したほか、町田市農業協同組合や子
どもセンターまあち等と連携し、新たな試
みとして子育て世帯が農業を楽しめるよ
うな子ども向けの企画を実施した。

引き続き市民、特に子育て世帯が気軽
に町田の農に触れることのできる機会を
提供し、地産地消を推進していく。

新型コロナ感染症の影響で、中止及び縮
小開催をした年もあったが、総じて多くの
市民が来場し、まち☆ベジや町田市の農
業について周知することができた。

第51回町田市農業祭を開催予定。
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農業振興課 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 市民農園事業
市民が農作業を通じて土に親しみ生産の喜びを味わうことにより、健
康でゆとりある生活に資するとともに、良好な都市環境の形成と農地
の保全を図ることを目的として、市民農園の管理・運営を行う。

通年
農業体験や、調理して食べる体験の
機会の充実

食が自然の恩恵などに支えられているこ
とを理解できるよう、引き続き市民農園を
適正に管理し、農作業体験の場を提供
する。

市民農園2園を適正に管理・運営し、市
民が多様な農にふれあう機会を創出し
た。

2024年度からの新たな利用者を募集し
決定した。
市民農園を引き続き適正に管理・運営
する。

食が自然の恩恵などに支えられているこ
とを理解できるよう、引き続き市民農園を
適正に管理し、農作業体験の場を提供
する。

有

農業委員会事務
局

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 農業普及事業
自然への親しみ、農業の大切さというものを体感し、農業の理解を深
めてもらうため、市民が田植えや稲刈り等を体験できる米作り農業体
験を行う。

年４回
農業体験や、調理して食べる体験の
機会の充実

食が自然の恩恵などに支えられているこ
とを理解できるよう、農作業体験の場を
提供する。

米作り農業体験事業を実施し、参加者に
農とふれあう機会を提供した。

15組38名が参加し、田植え、稲刈りなど
の農作業を体験した。
来年度も継続実施予定。

農とふれあう機会の需要は年々増えてお
り、例年申し込み当日には募集を締め
切っている状況である。今後も農作業体
験の場を提供していく。

有

環境政策課 ★ ◎ ○
◎宴会食べきりキャ
ンペーン

年末年始に飲食店等にポスターを掲示し、宴会時の食べきりを啓発
することで、食品ロスの削減を図る。

年末年始
事業者、飲食店、給食施設等におけ
る食品ロス削減や減塩に関する取組
及び情報発信

事業者、飲食店、関係団体(町田商工会
議所、町田商店会連合会、町田食品衛
生協会)と協力し、年末年始の食品ロス
削減を啓発していきたい。

年末年始（12月から１月）に、市内の商
店会店舗、リサイクル推進店、食べきり協
力店、公共施設、市民バス車内等にお
いて食べきり啓発ポスターを掲示した。ま
た、神奈川中央交通バス車内のデジタ
ルサイネージで動画を放映した。

食べきりに重点を置く動画を作製し、神
奈川中央交通バス車内のデジタルサイ
ネージを活用した啓発を行った。また市
民バスやコミュニティバス車内にもポス
ター掲示し、より多くの人に食品ロス削減
を啓発できた。
来年度も継続して実施していきたい。

年末年始（12月から１月）に市内の商店
会店舗、リサイクル推進店、食べきり協力
店、公共施設、市民バス車内等に食べ
きり啓発ポスターの掲示と神奈川中央交
通バス車内で動画を放映し、多くの市民
へ食品ロス削減を啓発できた。

実施予定

環境政策課 ★ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎食べきり協力店

小盛の設定や持ち帰りへの対応など、食品ロスに係る生ごみの発生
抑制等に取り組む小売店舗等を、申請により「食べきり協力店」として
認定する。認定後は、協力店の取組を町田市ホームページなどで
PRする。

常時募集
事業者、飲食店、給食施設等におけ
る食品ロス削減や減塩に関する取組
及び情報発信

認定店を拡大し、食品ロス削減している
店舗の取組を広く市民へ紹介していくこと
で、食品ロス削減を推進していきたい。

新規に6店舗認定した。
SNSにおいて新規認定店舗の取組を紹
介した。

市内の飲食店に直接出向き、食べきり協
力店登録の呼びかけを行った結果、新
規店舗を獲得できた。今後も広報誌やＳ
ＮＳ等で食べきり協力店を広く紹介し、認
定店を拡大していきたい。

食べきり協力店として１２店舗認定し、町
田市ホームページ、SNS、ごみ減量情報
紙ごみナクナーレ等で食べきり協力店の
取組を広くPRすることができた。

実施予定

環境政策課 ★ ◎ ○
◎今が食べごろ「めし
あがれ」キャンペーン

スーパー（リサイクル推進店）の店頭で食品ロス削減の啓発チラシを
配布し、賞味・消費期限の迫っている値引き商品を積極的に購入し
てもらうよう誘導する。値引き商品を購入された方には景品を進呈す
る。

5回
事業者、飲食店、給食施設等におけ
る食品ロス削減や減塩に関する取組
及び情報発信

市内事業者と連携して、食品ロス削減に
関する情報を発信していきたい。

10月の食品ロス削減月間に、市内スー
パー5店舗の店頭において、食品ロス削
減啓発チラシ及び景品を配布した。

駅前のデパートや大型スーパー等でキャ
ンペーンを実施し、多くの市民に食品ロス
削減に関する情報を発信できた。
今後も事業者と連携して啓発を行いた
い。

市内のスーパーやデパートと協力して、
店頭における賞味期限・消費期限の近
い商品からの購入を促す「今が食べごろ
めしあがれキャンペーン」の実施や食品ロ
ス削減啓発チラシ等の配布を行い、多く
の来店者に対して食品ロス削減の啓発
ができた。

実施予定

環境政策課 ○ ○ ○ ◎使い切り料理教室
料理における食材の使い切り、食べきりを啓発して、生ごみの発生抑
制・食品ロスの削減を図る。講師は、町田市食育ボランティアに依頼
予定

2回
事業者、飲食店、給食施設等におけ
る食品ロス削減や減塩に関する取組
及び情報発信

「食」と「料理」に関連した食品ロス削減を
テーマに講座を実施し、食品ロス削減を
推進していきたい。
また、対面形式だけではなくSNS等を利
用した啓発についても検討したい。

食品ロス削減月間の10月に使い切り料
理教室を１回実施した。

親子を対象に、調味料や食材の使い切り
を学べる「使い切り料理教室」を開催し
た。親子参加としたことで子育て世帯の
方に参加いただけ、調理から排出される
食品ロスの削減や生ごみの削減を啓発
できた。
今後も「食」や「料理」に関連して排出さ
れるごみの削減と食品ロス削減をテーマ
に、料理教室または講座を実施していき
たい。

「食」と「料理」に関連した食品ロス削減を
テーマに「使いきり料理教室」や「食品ロ
ス削減講座」を年1回開催できた。調理
体験を通じて、「冷蔵庫整理収納」、「過
剰除去」、「リメイク料理」等さまざまな
テーマで、食品ロスの現状や削減の方法
を啓発できた。

実施予定

保健給食課 ◎ ○
◎よく噛むことの有効
性についての情報発
信

学校給食を通じて、よく噛むことが健康の維持増進に役立つことにつ
いて情報発信する。

通年
よく噛むことの大切さに関する情報発
信

小・中学校：噛み応えがある食物や献立
を給食に取り入れ、よく噛むことの大切さ
を献立表や給食だより等で情報発信す
る。

小学校：各学校の実態に合わせ、よく噛
んで食べることを意識した献立を実施す
ることができた。（特に、６月と１１月は多く
の学校で実施できた）
中学校：「歯と口の健康週間」にちなみ、
給食だより６月号に、よく噛むことの大切
さについてのコラムを掲載した。また、噛
み応えがある食物を献立に取り入れ、よく
噛むことの大切さを献立表で継続的に情
報発信した。

小中学校ともに実施することができた。今
後も継続して行っていく。

小・中学校ともに、噛み応えがある食物
や献立を給食に取り入れ、よく噛むことの
大切さを献立表や給食だより等で伝える
取組が定着してきている。しかし、よく噛
むことの具体的な指導まではできていな
い。

よく噛むことの大切さに関する情報発信を
今後も継続していく。

保健給食課 ○ ○ ○ ○ ○
食育イベント等におけ
る給食のPR

学校給食について広く市民に知ってもらい、給食および自身の食生
活への関心を高める。

2回
ライフステージに応じた望ましい食習
慣形成のための、給食や講習会、食
に関する情報発信

土日開催のイベント実施の際は出展し、
より多くの市民が町田市の給食を知る機
会を設ける。

まちだくらしフェアに出展した。（1回/年）

コロナ後、市民向けのイベントが少なく
なっており、参加は１回だけとなった。引
き続き、機会があればイベントへの出展を
継続する。

コロナ後、対面でのイベントが少なくなっ
ており、イベント以外の情報発信の方法
についても検討する必要がある。

今後も機会があればイベントへの出展を継
続する。

保健給食課 ○ ○ ○
児童・生徒の保護者
に向けた情報発信

小中学校給食において、給食だよりの発行や試食会の開催を行い、
児童および生徒の健やかな成長に必要な栄養情報を発信する。

通年
ライフステージに応じた望ましい食習
慣形成のための、給食や講習会、食
に関する情報発信

小学校：給食だよりや給食試食会を通じ
て、積極的な情報発信を行う。
中学校：給食だよりで食育情報を発信す
る。試食会は感染症の影響で実施は未
定だが、実施の際は成長期に必要な栄
養摂取について情報発信を行う。また、
トップアスリートとのコラボ等様々なテーマ
に基づいた給食を実施し、生徒の食への
関心を高める取り組みを継続していく。

小学校：給食だよりの発行や給食試食会
を通じて、学童期における必要な栄養量
等について、周知できた。アスリートとコラ
ボした献立やFC町田ゼルビアとのコラボ
献立を提供し、成長期に必要な栄養素
について、児童の理解を深めた。
中学校：給食だよりや給食予約サイトの
ひとことコメントにて、食材の栄養素や摂り
方について情報を発信することができた。
また「ゼルビアコラボ給食」「にっぽんプレ
ミアム給食」など、イベント性を持たせた
給食を実施するとともに食育情報を発信
することができた。保護者向けの試食会
については、昨年度はコロナ禍で１校だけ
だったが、今年度は４校の開催があり、保
護者に対して、成長期に必要な栄養摂
取についての講話を行った。

小中学校ともにライフステージに応じた望
ましい食習慣形成のための、給食の提供
や食に関する情報発信を行うことができ
た。今後も継続する。

給食だよりや給食試食会等を通じて、継
続してライフステージに応じた望ましい食
習慣形成のための、給食の提供や食に
関する情報発信を行うことができた。

給食だよりや給食試食会を通じて、積極的
な情報発信を行う。
また、トップアスリートとのコラボ等様々な
テーマに基づいた給食を実施し、成長期に
必要な栄養摂取について情報発信を行う
とともに、児童生徒の食への関心を高める
取り組みを継続していく。
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保健給食課 ○ ○ ○
学校給食（食物アレ
ルギーへの対応）

各小学校および武蔵岡中学校で、給食の食物アレルギー対応を行
う。

通年
食品表示や食品の安全性、食物アレ
ルギーに関する情報発信及び環境整
備

市内全小学校及び武蔵岡中学校に対
し、食物アレルギー対応委員会の設置お
よび食物アレルギー校内研修を行うよう
働きかける。また、「町田市小学校給食
における食物アレルギーの手引き」の改
訂を２０２３年８月までに行う。

・「町田市小学校給食における食物アレ
ルギー対応の手引き」を改訂し、各小学
校に周知した。２０２４年度から開始され
る中学校全員給食で統一した対応がで
きるように、「中学校給食における食物ア
レルギー対応の手引き」を作成した。
・小学校栄養士及び給食調理員対象に
食物アレルギー対応に関する研修会を
開催した。

・小学校または中学校で統一した食物ア
レルギー対応ができるように手引きの改
定及び作成を行うことができた。今後は
取組状況から対応内容の見直しなどを
行う。
・引き続き、食物アレルギー対応委員会
の設置および食物アレルギー校内研修
を行うよう働きかけや食物アレルギーに
関する研修会を実施していく。

食物アレルギーの手引きを改定し、学校
での統一的な取組ができるようになった。
学校で食物アレルギー研修を行うなど、
各学校での取組も進んでいる。

・各学校への食物アレルギー対応委員会
の設置および食物アレルギー校内研修を
行うよう働きかけを行う。
・食物アレルギーに関する研修会を実施す
る。

保健給食課 ◎ ○ ○

◎各小中学校校に
おける食育（共食の
推進や食事マナーの
習得）

各校における食育で、共食の推進や食事マナーの習得を行う。 通年
食育ボランティア等を活用し、共食の
大切さや食事に関するあいさつ・作法
等の伝承

小学校：給食だよりや給食メモを通して、
食事のマナ―や共食の大切さについて、
情報発信を行う。
中学校：給食だよりで共食について情報
発信を行う。

小学校：給食だよりや給食時間中の指導
等で情報発信することができた。
中学校：給食だよりで、食事に関するあい
さつや作法について掲載した。

小中学校ともに実施することができた。今
後も継続する。

給食だよりや給食時間中の指導等で情
報発信することができた。食育ボランティ
アの活用は進まなかった。

給食だよりや給食時間中の指導等で給食
メモを通して、食事のマナ―や共食の大切
さについて、情報発信を行う。

保健給食課 ◎ ○ ○
◎各小中学校におけ
る食育（食文化の伝
承）

各校における食育で、食文化の伝承を行う。 通年
給食での行事食の提供や、町田の地
域の味を伝承する教室等の実施

小学校：給食の献立に日本に古くから伝
わる行事食をはじめ、郷土料理、世界各
国の料理等を取り入れ、食文化の理解
につなげる。
中学校：給食の献立に日本及び世界の
郷土料理を取入れるとともに、日本の優
れた食材を紹介する献立の実施も行い、
給食だよりのコラムや給食予約サイトのコ
メント欄にて情報発信を行う。

小学校：給食の献立に行事食や日本各
地の郷土料理や世界各国の料理等を取
り入れた。
中学校給食：献立に日本および世界の
郷土料理を取入れて給食だよりのコラム
や給食予約サイトのひとことコメント欄でお
知らせをした。1月には「全国学校給食週
間」にちなみ、1週間を通して、日本の郷
土料理を給食で提供した。また、産地直
送食材を使用した給食を実施し、日本各
地の産地および食文化の理解を深める
ことができる情報の発信を行った

小中学校ともに実施することができた。今
後も継続する。

行事食や日本の郷土料理、世界各国の
料理を提供し、食文化への理解を深める
ことができた。
あわせて、「町田すいとん」を提供し、町
田の地域の味を伝えることができた。ま
た、中学校給食では「町田市特性棒餃
子」を提供し、生徒からのリクエストも多
く、町田の給食の味として定着してきてい
る。

給食の献立に日本に古くから伝わる行事食
や郷土料理、世界各国の料理等を取り入
れ、食文化の理解につなげる。給食だより
や一口メモなどで情報発信を行う。

保健給食課 ★ ◎ ○ ○
◎小学校給食におけ
る地場農産物の使
用

小中学校の給食で町田産農産物を使用し、児童生徒が町田産農
産物を食べる機会を増やすとともに、地場農産物への関心を高め
る。

通年
「まちだすいとん」「まち☆ベジ給食」等
の提供、レシピ普及

・まち☆ベジ給食を計画、実施する（年間
２回実施予定）。
・まちだすいとんを年１回以上実施するよ
う各小学校に依頼する。
・地場農産物の積極的使用を各小学校
に促す。
・新たな地場農産物を活用した加工品を
検討する。

・まち☆ベジ給食を年２回実施した。
・地場農産物の使用について、各校の栄
養士に対して、利用促進を促した。
・教育委員会から「まちだすいとん」の給
食での提供は依頼しなかったが、給食週
間などで「地域の味」として取り入れる学
校があった。
・地場農産物を使用した加工品を製造
し、小学校の給食で提供した。（白菜キ
ムチ・ゆずはちみつゼリー・千切り大根漬
け・乾燥なす）
・中学校給食で町田産の米を使用した。

・各小学校での地場農産物の使用量が
増加してきている。
・年２回まち☆ベジ給食を実施することが
できた。
・教育委員会からの依頼がなくても、まち
だすいとんを取り入れた学校もあった。ま
ちだすいとんを引き続き、地場野菜を使
い地域の味として提供し、町田産農産物
を食べる機会を増やしていく。

・小学校給食で年２回のまちベジ給食の
実施やまちだすいとんの提供も定着し、
地場野菜を使用する機会が増加した。
・地場農産物を使用した加工品などの開
発により、地場農産物を提供する機会が
増えた。

・まち☆ベジ給食を計画、実施する（年間２
回実施予定）。
・地場農産物の積極的使用を各小学校に
促す。
・新たな地場農産物を活用した加工品の
開発を検討し、その加工品を取り入れた献
立開発を検討する。
・中学校全員給食で地場野菜を取り入れ
ていく。

指導課 ○ ○ ○ ○ ○
小・中一貫「町田っ
子・カリキュラム」の
改訂

これまで各小・中学校で活用してきたカリキュラムを改訂し、これから
の時代を生きていく子どもたちに必要な力を身に付けさせていく。

未定
ライフステージに応じた望ましい食習
慣形成のための、給食や講習会、食
に関する情報発信

児童生徒が食に関する正しい知識と望ま
しい食習慣を身に付けられるよう、各学
校の食育指導を充実させる。

2022年度健康教育推進委員会で作成
した食育に関する授業実勢例を各学校
に周知した。小学校第６学年及び中学校
全学年を対象に、朝食レシピコンテストを
行い、市内小中学校から３９８３作品の
応募があった。

各学校で作成した健康教育（食育）全体
計画に則り、児童生徒が食に関する正し
い知識と望ましい食習慣を身に付けられ
るよう、各学校において食育指導を充実
させることができた。また、朝食レシピコン
テストでは、２月に作品展示会を行った
り、小中学校給食にレシピメニューを採用
したりするなど市民や児童生徒に向けて
情報を発信することができた。今後も成
果と課題を把握しながら継続していく。

小・中一貫町田っ子カリキュラム「健康教
育」を2023年3月に改定し、食育指導の
ポイントの整理や授業実践例の掲載等に
より、実践的な資料を作成することができ
た。また、2020年度から中学校朝食レシ
ピコンテストを開催し、2021年度からは小
学校第６学年まで対象を広げ、食に関す
る事業を実施することができた。

実施

指導課 ○ ○
食育担当者連絡会
の開催

各学校の食育担当者を集めた連絡会を開催し、改訂した「食育カリ
キュラム」の内容についての周知とカリキュラムの推進を行う。

１回
関係機関・団体、行政等が連携・協
働した食育の取組

食育担当者に小中一貫町田っ子カリ
キュラム「健康教育」改訂版カリキュラム
の内容や指導のポイント等についての研
修を行い、各学校の食育指導を充実さ
せる。

７月３日（月）に開催した健康教育（食
育）担当者連絡会の中で、食育指導につ
いて、情報共有した。

健康教育（食育）担当者連絡会の中で、
食育の指導及び朝食レシピコンテストにつ
いて周知したことで、食育に関する理解
を深めることができた。来年度においても
開催予定である。

毎年１回行う健康教育（食育）担当者連
絡会の中で、町田市における食育の取
組を周知したり、各学校で取り組んでいる
食育について情報共有したりすることで、
食育に関する理解を深めることができた。

実施

指導課 ○ ○
「町田っ子・アクティ
ブカレンダー」の配布

行事食など食に関する情報が掲載されたカレンダーを市内全小学
校１・４年児童、中学校１年生徒に配布し、児童生徒や保護者の食
に関する興味・関心を高め、健全な食生活の実践を啓発する。

4月末に配布
給食での行事食の提供や、町田の地
域の味を伝承する教室等の実施

カレンダーの内容について学校や家庭で
話題にすることで、望ましい食生活の実
践、和食や行事食等の食文化の伝承を
推進する。

2023年度５月に「町田っ子アクティブカ
レンダー」を一部改定し、配布した。

小学校１・３・５年児童、中学校１年生徒
に配布し、健全な食生活の実践を啓発
することができた。

毎年度、「町田っ子アクティブカレン
ダー」を一部改定しながら、配布した。
2022年度からは配布対象を広げ、小学
校１・３・５年児童、中学校１年生徒に配
布し、健全な食生活の実践を啓発するこ
とができた。

未実施

生涯学習セン
ター

★ ○ ○ ○ ○ 家庭教育支援学級
家庭教育を進めることを目的に母親などを対象として講習会を行っ
ている。事業の一環として食育ボランティアによる講習会などを企画
する。

１回
食育ボランティア等を活用し、共食の
大切さや食事に関するあいさつ・作法
等の伝承

調理や会食を伴わない内容を含めて検
討し、引き続き食を学ぶ機会を設けてい
きたい。

食育ボランティアによる、食にまつわる絵
本を活用した講義。子どもの好き嫌いに
どう向き合うか。

絵本の活用と、食育を結びつけることが
でき、子供への向き合い方を学ぶよい機
会となった。

2020年度・2021年度はコロナ禍のため
実施できなかったが、家庭教育の基礎で
ある食育の場を提供することができた。

調理を通じて親子コミュニケーションを図る
講座として実施予定。

生涯学習セン
ター

廃止 ◎ ○ ○
○障がい者青年学
級合宿

学級活動として、例年1泊の合宿を実施し、障がい者が支援ボラン
ティアと共に調理に挑戦し、皆で食事を楽しむ。

１回
食育ボランティア等を活用し、共食の
大切さや食事に関するあいさつ・作法
等の伝承

青年学級生の安全性を考慮した結果、
合宿を実施しないこととした。

未実施
青年学級生の安全性を考慮した結果、
合宿を実施しないこととした。

青年学級生の安全性を考慮した結果、
合宿を実施しないこととした。

青年学級生の安全性を考慮した結果、合
宿を実施しないこととした。
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生涯学習セン
ター

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
まちだ市民大学ＨＡ
ＴＳ環境講座

前期第5回目の講座では、「緑と農業の管理体験」と題して市内の水
田で田植えを行う。環境保全とともに主食である米について学び、考
える。

１回
農業体験や、調理して食べる体験の
機会の充実

アンケート結果からも満足度の高い事業
であることから、引き続き環境保全ととも
に、食を学ぶ機会を設けていきたい。

農業体験の提供
市内の水田にて、田植えと稲刈りを行っ
た。体験を通して、環境保全とともに主食
である米について学んだ。

天候に左右される事業ではあるが、農業
体験を通じて、受講者が環境保全や食
について学び、考える機会を提供するこ
とができた。

アンケート結果からも満足度の高い事業で
あることから、引き続き環境保全とともに、
食を学ぶ機会を設ける。

市民病院栄養科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
食札への栄養情報
提供

入院患者が食に関する興味・関心を高めることを目的とし、患者給
食の食札に時節に関する栄養情報を載せる。（月例として17日：減
塩　19日：食育の日　30日：EPAの日）

通年
ライフステージに応じた望ましい食習
慣形成のための、給食や講習会、食
に関する情報発信

年間回数　３６回以上
食育の日・減塩・イベント食　4回/月
年間回数　48回実施

目標以上の実施。今後も内容の充実を目標
とする。

５年間、回数にやや増減はあったが、毎年の
目標を達成することができた。

有

市民病院栄養科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
栄養情報に関するポ
スターの掲示

外来・入院患者等に対し食に関する興味・関心を高めると共に、健
康に配慮した病院給食のメニューを紹介することを目的とし、食育に
関するポスターを作成、栄養情報を掲載し院内に掲示する。

年4回
事業者、飲食店、給食施設等におけ
る食品ロス削減や減塩に関する取組
及び情報発信

年間発行数　５回 年間発行数　５回実施
目標を達成。今後も市民へ有用な情報を発
信していく。

５年間、毎年の目標を達成することができた。 有

町田市法人立保
育園協会

○ ○ カレー作り

自分たちで植えたジャガイモを観察する中で植物の生長を知り、その
収穫をしたものでカレー作りを行った。ジャガイモの皮むき、切るなど
は年齢に合わせておこなった。園庭でかまどを使用し、子どもたちが
見ている中で栄養士が調理を行った。地域の方にもカレーを食べて
いただいた。

1回
野菜を育て、観察し、調理することで
食材について知り、食事に興味を持
つ。

野菜の種類やその調理方法や食べたと
きに硬さや食感を味わう。

毎年行ったいるカレー作りで今年は7月5
日に行い、食事を楽しみ、自分たちで
作ったことで何度もお代わりをしていた。

食事や調理の楽しさ知り、食に興味を持
つことができた。ジャガイモを植えるが、
観察のみで栽培についても学べるとよ
かった。

コロナ禍ではあったが、衛生面に配慮して
以前と同様に食育活動を行うことができ
た。しかし、地域とのかかわりは思うように
できなかった。

食育活動としては引き続き行うが、園庭で
釜戸での煮炊きは近隣からの苦情によりで
きなくなってしまった。

町田市法人立保
育園協会

○ ○

のり巻きづくり、フルー
チェづくり、ふりかけづ
くり、おにぎりづくり、
クッキーづくり、ケー
キづくり

年齢に合わせた取り組みを行い、食事に興味を持ってもらう。 それぞれ一回 調理保育を経験すること。
食事に対して興味、関心を持ち、健康に
過ごすこと。

どの取り組みも楽しんで行い、食事も進ん
でいた。

今後も引き続き行い、他にも取り組めるこ
とがあれば行ってみる。

コロナ禍ではあったが、個別で調理を行っ
たり、保育者が調理しているところを見る
ことで経験する機会を設けた。

内容を増やして今後も取り組みたい。

町田市法人立保
育園協会

○ ○

5歳児の取り組みとし
て米作り、梅ジュース
づくり、らっきょう漬け
づくり、梅干しづくり、
野菜苗を育てる。

米作りは田植え、その生長の観察、収穫、脱穀、精米、飯盒で炊い
て食べることでご飯を食べることの大変さを感じる。梅ジュースは暑い
夏に水分補給として飲んだり、他年齢児とおいしさを味わう。らっきょ
う漬けはカレー作りの際に幼児クラスで食べる。梅干しができたらおに
ぎりの具材として子どもたち自身でラップでおにぎりを作って食べる。

それぞれ一回
栽培したものをたべたり、自分たちで
保存食を作ってみる。

保存食の調理方法や栽培することの経
験

米作りは今年は夏の猛暑のため不作で
あったため食べることができなかった。天
候によってお米ができないことがあること
を知った

野菜はJAでこうにゅうしたり、コメの苗は地
元の農家さんから分けていただいた。今
後は野菜の植え方や育て方などを農家
さんに指導したもらえると良い。

毎年変わらず年齢合わせて取り組んでい
ることは子どもにとって食育の観点だけで
なく、子どもの知識や成長に大きく関与し
ていると感じる。

地元の農家さんや専門家の話も聞きながら
引き続き取り組みたい。

町田市法人立保
育園協会

○ ○ 魚の解体ショー
魚一匹を目の前で解体し、魚を内蔵を見たりその命をいただいて私
たちが生きていることを知る。また、調理方法を知る。

1回 魚の生態や魚の種類を知る。
丸ごと一匹の魚を見たり、魚を下ろす様
子を見ることで食材に興味をもつ。

初めて丸ごと一匹の魚を見て興味津々
でみたり、魚をさばく様に見入っていた。

コロナ前は行っていた取り組みであった
が、子どもたちの様子を見ていると今後も
行うことで食材への興味と関心がより、深
まると感じた。

コロナで中止していた取り組みができ、一
定の成果が得られた。

引き続き実施を予定。

町田市法人立保
育園協会

○ ○ 焼いも 牛乳パックに詰めたサツマイモを集めた落ち葉で焼いて食べる。 1回 落ち葉で焼いて食べることを知る。
自分たちで収穫したサツマイモを使って
焼いもをする。

今年はサツマイモ不作で収穫できなかっ
た。

サツマイモの苗を植えたり、その生長も見
ながら収穫できるようにしたい。

毎年近隣の農家さんに依頼してサツマイ
モを育ててもらい、収穫させてもらってい
た。土に触れ、サツマイモを掘って収穫
することを知る。近隣からの苦情により落
ち葉で焼くことは難しいかもしれません。

引き続き実施を予定。

町田市私立幼稚
園協会

〇 〇 〇 〇 〇 おさかなのじかん
旬の魚に触れ、魚や海の生物、また海への環境について興味を広げ
る

3回

・数種類の魚の違いを比べられるような工
夫をし、魚を目の前で捌き、魚への関心を

深める
・魚から川や海への興味関心を深める

・魚の名前やその特徴を知る。
・魚の残食量を減らす。
・命をいただくことを考える。

・魚や海の生き物への興味が深まってい
る。
・魚の残食も減ってきている。

・魚の残食量が減ってきている。
・魚の特徴や骨の形まで、じっくり観察す
る姿が見られた。

・2019年度より魚の残食を減らす為の活
動を始めた。
・在園児に魚のアレルギー児がいたり、感
染症の影響で活動内容を食べるだけで
ない工夫を行ってきた。

引き続き実施を予定。

町田市私立幼稚
園協会

〇 〇 〇
畑での栽培・収穫体

験
季節ごとに栽培できる農産物を知り、栽培し収穫体験を行う。地域の
農家の方との交流を深める。

随時
園内の畑での栽培とともに、地域の農家
の畑で旬の野菜を栽培・収穫する

・地元で栽培できる野菜を知り、種や苗から
育て、成長過程を観察するとともに、収穫時
の感謝へと繋げる。
・収穫物を使って調理等を行い、味わう。

・季節ごとの野菜等を栽培・収穫すること
ができた。

・園内の畑の場所を変えた事で、園内での栽
培が広がった。
・収穫体験後、収穫物がそのままになってし
まうことがあったので、保管方法や調理までの
工程を子どもたちと話し合いたい。

・地域の畑で収穫体験を行っている。
園庭での栽培・収穫体験をプランター等
からベジットラグや園内の畑へ拡大、さら
に日当たりのよい場所に移動させるなど
改良されている。栽培する野菜類も子ど
もたちから声が上がっている。

引き続き実施を予定。

町田市私立幼稚
園協会

〇 〇 〇
和食の伝承

(伝統的な保存食を
知る)

園庭に実る梅を使って梅仕事を行う ６月～７月 収穫物を使って日本の伝統を知る

・身近に収穫できる果実や野菜を知り、そ
の食材を使って調理を行う。
・調理法により出来上がりの時期や味が
異なることを知る

達成

・初夏の収穫体験を通して、今後栽培してみ
たい夏野菜などに繋げることができた。
・作ったその場で食べられるのではなく、完成
までに時間がかかることを知り、他の保存食
への興味関心が広げられた。

園内に梅の木があるため、梅仕事の活動
を大切に考えている。
・梅シロップ・梅ジャム・梅干し、さらに、赤
じそ・赤じそジュースなどを作っている。
・感染症の影響を考え2021年度から干
す際には箸を使用し、箸の持ち方も確認
できている。

引き続き実施を予定。

町田市私立幼稚
園協会

〇 〇 〇
和食の伝承

(伝統的な保存食を
知る)

収穫した大根を使って漬物（たくあん）を作る 11月～1月 収穫物を使って日本の伝統を知る

・自分たちで育てた収穫物を使って、漬
物を作る。材料の名前を知る。
・干すことにより、形が変化していくことを
知る。

達成

・皆が見える場所に干すことで、保護者にも興
味を持ってもらえた。
・大根は1ヵ月ほど干したものの隣に新しいも
のを並べたことにより、大きさや色の変化を比
べることができた。

２０２０年度より開始
・感染症の影響で、子どもたちと作るので
はなく、給食室で作り写真等で展示という
形で行った。
2022年度より本格的に再開。
・大根が並んでいる景色が冬の風物詩と
なっている。

引き続き実施を予定。

町田市私立幼稚
園協会

〇 〇 〇
和食の伝承

(伝統的な保存食を
知る)

みそづくり
8.9月

2月

日本の伝統的な調味料とその作り方を知
る

・身近な調味料を認識し、その材料や製造方
法を知る
・出来上がりまでの期間に、期待をもち、完成
したらどのように使いたいかを考える。

達成

継続中

・昨年度に仕込んだ味噌の完成時期に合わ
せて、収穫した野菜の味付けに使用したり、
給食で使用したりと関連づけて紹介できた。

2022年度より開始
夏前に仕込み冬に完成という形で２年間
行い、今年度は２月に大豆について触れ
た後行うことができた。４歳児と行う事で
完成するときには５歳児になっているとい
う期待にもつながった。

引き続き実施を予定。
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町田市私立幼稚
園協会

〇 〇 〇
和食の伝承

（田んぼの活動）
年間を通して田んぼでもち米の活動を行い、もち米の収穫、お餅つき
を行い、日本の伝統行事を経験する

年間
・田んぼでの活動を通して、米ができるま
でを知り、環境にも興味を持つ
・伝統的なお餅つきの行事を経験する

・米ができるまでを学び、うるち米ともち米
の違いを知る。
・感謝の気持ちをもつ

達成

・収穫時期に合わせおむすび体験も行い、収
穫物への感謝を感じることができた。
・お餅つきでは、その意味や年末年始を迎え
る準備など日本の伝統を伝えることができた。

・田んぼでの活動が行える環境があるこ
と、お米を食べられることに感謝する気持
ちを養えている。
・感染症の影響でおもちつきのやり方も工
夫できた。
・お餅を喫食しない園児にももち米を味わ
える工夫をしている。

引き続き実施を予定。

町田市私立幼稚
園協会

〇 〇
和食の伝承

(郷土料理・行事食）
行事や旬に合わせた料理を給食に取り入れ、紹介する。 月２回以上

旬の食材や行事にまつわる料理、日本各
地の伝統的な料理を味わう。

・旬の食材を知り、行事の際に食べられ
ている料理を知る。
・季節や風土により違う食材や料理に興
味をもつ。

月2回以上実施

・給食での提供とともに、お便りや日々の写真
等で保護者とも共有。地域活動の際にも紹介
した。
・行事食への興味は得られたが、郷土料理は
工夫が必要と感じた。

給食で提供するだけでなく、日本地図を
貼ったり、保護者や地域の方に郷土料理
を紹介して頂いたりと、園児・保護者共に
認知度が上がっている。

引き続き実施を予定。

町田市私立幼稚
園協会

〇 〇 〇 世界の料理
日本の郷土料理・行事食だけでなく、世界の料理を給食に取り入
れ、紹介する。

年間 世界の文化・料理に興味を持つ。
・日本食と違う部分と同じ部分を感じ、世
界にも目を向ける。

・アフガニスタン料理
・ウズベキスタン料理

その他各国料理

・職員の国の料理を一緒に作り紹介した。
・料理を紹介するだけではなく、オンラインで
繋がる、職員に直接話をきくなどその国を感じ
ることができた。

海外にゆかりのある園児が多い事から取
り入れ始めたが、海外とオンラインでつな
がる機会も増えており、子どもたちから
「食べもの」についての質問が出たりと、
興味を持ってもらっている

引き続き実施を予定。

町田市私立幼稚
園協会

〇 〇 〇 ハラール食への対応 宗教上の理由で禁止食材がある方への配慮 年間
・宗教上の対応として、一律不可能とする
のではなく、可能な事を伝え共有していく。

・禁止食材の把握と
対応可能な事への周知 実施中

・使用禁止の食材も多いが、可能な事を
確認し、お弁当対応ではなく、みんなと同
じ給食を共有することができている。

最初はお弁当を持参してもらっていた
が、食べられるものは一緒に食べてはどう
か？という職員からの提案で、可能な範
囲で対応することにしている。
偏った食事ではなく、それぞれの文化を
知る事にもつながっており、今後もできる
範囲で対応したい。

引き続き実施を予定。

町田市私立幼稚
園協会

〇 〇 〇
食物アレルギー児へ

の対応
・食物アレルギーへの知識を持つ
・みんなが食べられるメニューの開発

年間
・食物アレルギー児が安心して園生活を

送れるようにする。

・食物アレルギーへの知識を高める
・安心して食事や園生活が行えるような
配慮
・食後においても、衛生的に身なりを整え
る

実施中

・原因食材が多様化しているため、食物アレ
ルギー児の把握を徹底し、特定の食材は給
食では使用しないとし、対応をコンパクトに行
えるような工夫をした。
・アレルギー児の食事場所の確保、給食後の
手洗い・口周り・洋服の汚れなどの確認を周
知徹底した。

・卵や乳成分だけではなく、様々な食材
が増えており、その都度、職員や園児に
共有し、食べられるもの・食べられないも
のを分かりやすく表示している。

引き続き実施を予定。

町田市私立幼稚
園協会

〇 〇 〇

食物アレルギー児も
関係なく食べられる
おやつの開発

（いっしょにもぐもぐ）

食物アレルギー児への配慮から、卵・小麦・乳成分を使用しないお
やつの開発を行う

年間
みんなで一緒に、食べられるおやつの開

発
・アレルギー児だけ除去食にするのでは
なく、みんなで食べられるものを提供する

実施中

・園行事の際や園外でのイベントなどに、
気軽に使うことができている。
・大豆や一部の食材には対応していない
ため、食物アレルギーの有無を確認する
必要がある。

小麦アレルギー児がいた事により始まっ
たプロジェクト。洋菓子で小麦粉不使用で
ある事が喜ばれている。
現在は大豆アレルギーへの配慮が必要
なため、さらなる開発が必要となってい
る。

引き続き実施を予定。

東京家政学院大
学

○ 料理教室の開催 大学近隣の小学生を対象とした料理教室を開催する ５回
料理教室等開催時に町田市の食材
を使用する。

2回以上、町田産農産物を使用する。
4回のうち2回以上、町田産農産物を使
用する。

・次年度のテーマは未定だが、市内の農
家の方と連携をとる等、町田産農産物を
使用していくことを目標にする。

２０２２年は１回の開催、２０２３年は５回
の開催が行えたが、今後は対象者の検
討を行ってより効果的に行って行きたい。

引き続き実施を予定。

JA町田市 ○
ゲストティーチャーの
引き受け

ゲストティーチャーとして小学校に出向き、町田市の農業のことやバ
ケツ稲の栽培方法党を伝えている。また、田植え・稲刈りの体験授
業を1校農家と協力し実施している。

28校
学校からの依頼があれば積極的に実
施していきたい

町田市の農業理解醸成
ゲストティーチャー28校実施
中学校職場体験の受け入れも行った

学校給食の食材提供と合わせ、訪問校
を増やしていきたい

町田市内でも野菜や米が作られているこ
とを知らない子供が多くいる事が分かった
地産地消の意義をこれからもつたえてい
きたい

引き続き実施を予定。

JA町田市 ○
町田市産農産物利
用促進

町田市農業祭において、女性部による「まちだすいとん」の販売を実
施

11/11
11/12

JA女性部活動の一環で広く町田市
産農産物の利用促進を図る

町田産野菜のみ使用し、古くから食べら
れていた郷土料理として周知

2日間で３４５杯販売した。

前日のすいとん準備の手配が大変だっ
た。
今後は地域生活者に対し料理教室の開
催やJA収穫感謝市等で町田市産農産
物を使用したイベントを計画していく

コロナで４年ぶりに飲食ブースを再開する
ことができた

来期は地場産野菜を使った豚汁を予定

JA町田市
町田市産農産物利
用促進

学校給食への食材提供により、地産地消の意義や町田市の農業に
ついて理解を深めてもらう

通年
学校給食での町田産農産物の積極
的利用促進

地元で生産されら野菜を食べてもらうこと
で地産地消を普及する
町田市産農産物出荷量年５１０００キロ

７月・１２月市内全校「まちべジ給食の
日」に1,307キロ納品、JAおよび生産者
合計47,562キロ

前年度と比較して学校給食への出荷量
は増加させることができた。次年度も引き
続き、町田産農産物の利用促進に努め
ていく。

できるだけ市内産野菜を使用してもらうた
めには、栄養士の方々に理解してもらうこ
とに尽きると思うので、市職員間の横断
的取り組みを期待する。

引き続き実施を予定。

市内農業生産者 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

みんなの食堂「す
まいるキッチン」へ
の食材（野菜）提
供

町田産農産物の利用促進のため、野菜の提供 ７回
月に１回実施のため、月末近くなった
らJA町田支店の出荷者に「今月は何
日が出荷日ですか」と声掛けを行う。

フードロス削減のため、規格外野菜や売り
切れなかった野菜の活用

子ども食堂や
少しでも多くの食材の支援を続けたい。

食育の重要性を伝え、町田産野菜を使
用してもらうため、子ども食堂へ少しでも
多くの食材の支援を続けたい。

フードロス削減のため、子ども食堂への野
菜の提供や、月末に売れ残り野菜を安く
売ったり、市場に出せない規格外野菜を
無償で提供するなどの取組を行った。

引き続き実施を予定。
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町田地域活動栄
養士会

〇 ○ 〇 料理教室等の開催 市民等を対象とした料理教室を開催する 4回
料理教室等開催時に町田市の食材
を使用する

・4回のうち2回以上、町田産農産物を使
用する。

町田産農産物を2回使用できた。

・市内の農家の方と連携をとることができ
て良かった。
・次年度のテーマは未定だが、引き続き
町田産農産物を使用していく。

町田地域活動栄養士会の目的として、
地域住民の食生活の向上及び健康増
進に寄与することにあります。
しかし２０２０年度は新型コロナウイルス感
染症の拡大予防にため、各種料理教室
やイベントの中止もあり栄養士活動も必
要最低限にせざる得ない状況にありまし
た。
　　２０２１年度はコロナ渦の影響により「く
らしフェアー」のみの啓発活動となり
　ましたが、２０２３年度は「くらしフェ
アー」、「二〇祭まちだ」のイベント事業参
加の他、町田市庁舎イベントホールにて
「災害フェアー」、「女性のための健康週
間」としてポスターと料理レシピの展示や
男性料理教室等も開始され、少しづつ
啓発活動が増えてきました。また外部受
注事業もありました。
このような時期に地域住民の健康増進
の啓発活動が続けられたことが良かった
と思いました。

引き続き実施を予定。

町田地域活動栄
養士会

○ イベントでの展示
①市民を対象としての災害時の3日分の献立の展示
②地産・地消、冬でもバランスよく
③女性の健康づくり

各1回

①備蓄食品の活用(くらしフェア)
②冬野菜と主菜の活用（二十祭まちだ）
③「若い女性の健康週間」にポスターとレ
シピの提供

①来ブース数400人
②二十祭まちだ来場者対象
③市役所来場者対象

①来ブース数　327名
牛乳・キウイフルーツ配布数　320個
②アンケート調査人数　38名
③約50名(展示レシピの残より)

①日本栄養士会の栄養ワンダーの活用
が来ブース数の増加になった
②朝の欠食34.2％、朝の野菜摂取
37.0％、1日合計野菜摂取2.8つ、一人
食べ朝56.0％と町田市食育推進計画の
調査に比べ朝食欠食、一人食べが多
かった。
③若い女性の健康意識の向上に繋げた
い

・町田地域活動栄養士会の目的として、地域
住民の食生活の向上及び健康増進に寄与
することにあるが、2020年度は新型コロナウイ
ルス感染症の拡大予防にため、各種料理教
室やイベントの中止もあり栄養士活動も必要
最低限にせざる得ない状況にあった。
2021年度はコロナ渦の影響により「くらしフェ
ア」のみの活動となったが、2023年度は「くら
しフェア」、「二〇祭まちだ」のイベント事業参
加の他、町田市庁舎イベントスタジオにて「災
害フェア」「女性のための健康週間」における
ポスターと料理レシピの展示や、男性料理教
室等も開始され、少しづつ活動が増えてき
た。また外部受注事業もあった。
このような時期に地域住民の健康増進の啓
発活動が続けられたことが良かった。

引き続き町田市民の食生活の向上及び健
康増進のために
　　　「くらしフェア」「子どものスポーツ栄養
（仮）講演会」「二〇歳まちだ」
「男性料理教室」などの実施を行い、外部
受注事業も引き受けます。
また他のイベント事業などの案内があれば
状況にもよりますが、
参加の方向へと考えております。
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施

策

3

【理念】みんなで作る「健康のまち」まちだ 【基本目標1】誰もがすこやかな暮らしができるまちをつくる 【目標3】食で健康を支えるまち（☆重点）

まちだ健康づくり推進プラン24-31 ★食育推進の体系図★

望ましい栄養・食生活の推進

食に関する環境の整備

ライフステージに応じた
望ましい食生活の推進

共食の推進と
食文化・食事マナーの伝承

地産地消の推進

家庭や学校、職場における
食環境の整備

地域資源を活用した
食に関する情報発信

介護予防普及啓発講座（栄養）、料理教室・調理体験、

高校や大学における出張講座、栄養に関する健康講座、

プレママパパクラス、離乳食講習会、町田っ子カリキュラム、

小中学校レシピコンテスト、学校給食のPR（試食会）、

給食だよりや食札による普及啓発、口腔の健康に関する普及啓発

料理教室・調理体験、乳幼児保護者の会食、

子ども食堂、行事食の提供・普及啓発、

学校における食育活動、家庭教育支援学級、

まちだすいとん

収穫体験・農業体験、食に関するツアー・観光、

グルメマップの活用、町田市名産品の推奨、

まち☆ベジBOOKの発行、農業祭、市民農園、

まちだすいとん

食の安全に係る学習会、食品衛生街頭相談、

食べものミミより情報の発行、アレルギー教室、

給食におけるアレルギー対応、食べきりキャンペーン、

食品ロスの削減、飲食店と連携した取り組み

給食施設における食育（食育ボランティア等）、SNS、

商業施設等におけるデジタルサイネージ、食べきりキャンペーン、

食品ロスの削減、飲食店と連携した取り組み

施策

施

策

１

施

策

2

食を通じて地域と
つながるための支援

方向性 進捗管理シート等の取組例

食の安全に係る学習会、食品衛生街頭相談、

食べものミミより情報の発行、アレルギー教室、

給食におけるアレルギー対応、食品ロスの削減、

飲食店と連携した取り組み

方向性1-1

方向性2-1

方向性2-2

方向性3-1

方向性3-2

食の「わ」で育むまちだの未来 ～感謝を持って食をたのしみ、食を通じて人や地域とのつながりが持てるまち～
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2023 年度食育推進計画策定及び推進委員会議事内容【要約】 

 2023年度は下記のとおり、計 2回開催いたしました。 

 

【第 1 回】 2023年 8月 4日（金）13 時 30分～15時 30 分 

○報 告 

（１）町田市保健所運営協議会の報告について 

（２）第１次・第２次町田市食育推進計画報告書の作成について 

 

○議 事 

（１）「（仮称）まちだ健康づくり推進プラン２４－３１」の策定について 

（２）２０２２年度の食育の取組報告および２０２３年度以降の取組について 

 

○意 見 

・できるだけ子どもが体験できる機会をつくりたい。横断的な取組としては、田植えをＪＡ町田市と

連携してできないかと考えている（保育園協会）。 

・子どもたちだけでなく、保護者にもきちんと食べる意識を持ってもらいたい。生の野菜だけでは

なく、加工された野菜も含めて野菜摂取量増加につながると良い（小学校校長）。 

・家庭に取り込みやすいよう、野菜の包装容器をそのまま加熱できるものにしたり、「カレーセット」

のように料理ごとに下処理されたセット販売があると良い（PTA）。 

 

【第 2回】2024年 2月 9日（金）13 時 30分～15時 30 分 

○報 告 

（１）町田市保健所運営協議会の報告について 

（２）町田市食育推進計画報告書の作成について 

（３）委員会の名称変更について 

（４）南多摩保健医療圏地域保健医療福祉フォーラムにおける発表について 

（５）「ガチ１分クッキングwith ラブベジ®」の発行について 

 

○議 事 

（1）「（仮称）まちだ健康づくり推進プラン２４－３１」の推進について 

 

○意 見 

・障がい者差別解消法の改正により飲食店等の事業者について、障がいのある方への配慮が義

務化される。保健所が行う事業者向けの講習会で知らせてはどうか。 

・町田市は地場野菜の収穫量に対し消費者が多い。Ｂ級品でもしっかりと商品化して販売に繋げ

ることが必要。また、Ｂ級品野菜について、子どものうちから伝えていきたい。 

・幼稚園や保育園と小学校・中学校・大学は、これまで連携があったが、高校との連携が出来てい

ない。多世代をつなぐ場が欲しい。 
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